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当初
　予
　算

平成 30年度

歳入
122 億
 7,000万円

一般会計

特別会計 予算額

国民健康保険 33 億 3,070 万円

簡易水道 3 億 3,210 万円

交通災害共済 490 万円

介護保険 29 億 5,450 万円

後期高齢者医療 3 億 2,630 万円

合　計 69 億 4,850 万円

企業会計（水道事業会計） 予算額

水道事業会計

収益的収入 3 億 6,180 万円

収益的支出 3 億 3,060 万円

資本的収入 2,000 万円

資本的支出 1 億 4,410 万円

地方譲与税
1 億 2,200 万円

市債
16 億 1,900 万円

地方交付税
37 億 6,000 万円

その他の交付金
3 億 4,700 万円

国庫支出金
16 億 1,200 万円

県支出金
10 億 5,500 万円

分担金および負担金
7,700 万円

議会費
1 億 3,500 万円

使用料および手数料
1 億 3,600 万円

財産収入 6,000 万円

寄附金 2 億 8,900 万円

繰越金 5,000 万円

諸収入 2 億 1,000 万円

繰入金
10 億 7,300 万円

市税 18 億 6,000 万円

　

固
定
資
産
税
の

増
加
な
ど
で
市
税

が
３
・
５
％
増
の

18
億
６
千
万
円
、
地

方
交
付
税
が
２
・
６
％

減
の
37
億
６
千
万
円
。

自
主
財
源
率
は
０
・

４
％
増
の
30
・
６
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

122億 7,000万円

大型事業を盛り込み、前年度比11.4％増
自主財源　37億5,400万円

依存財源　85億1,600万円

特別会計・企業会計

自依
主存

財財
源

30.6％69.4％

源

　 総 額 122 億 7,000 万 円 で 計 上 さ れ た 平
成 30 年 度 阿 久 根 市 一 般 会 計 当 初 予 算 は、
第一回定例市議会で可決されました。
　 市 民 交 流 セ ン タ ー 建 設 な ど の 大 型 事 業
を 盛 り 込 ん だ こ と か ら、 前 年 度 比 11.4 ％
増となっています。

歳
入

※今年度の特別会計予算合計額は、昨年度予算合計額に
　比べて、８億 4,010 万円、10.8％の減となります。
※企業会計予算について、昨年度に比べ、収益的収入は
　650 万円増、収益的支出は 2080 万円減、資本的収入
　は昨年度同額、資本的支出は 5,680 万円増となります。 2



122 億
 7,000万円

歳出
一般会計

人件費
17 億 4,700 万円

扶助費
26 億 500 万円

公債費
10 億 4,300 万円

普通建設事業費
26 億 2,000 万円

【目的別】

物件費ほか
16 億 6,400 万円

補助費など
14 億 5,900 万円

繰出金
11 億 400 万円

予備費
1,500 万円

総務費
20 億 1,700 万円

民生費
43 億 6,800 万円

衛生費
10 億 4,300 万円

労働費
1,600 万円

商工費
4 億 3,900 万円

議会費
1 億 3,500 万円

災害復旧費
1,300 万円

予備費
1,500 万円

諸支出金
400 万円

土木費
9 億 2,100 万円

消防費
6 億 3,800 万円

教育費
9 億 700 万円

公債費
10 億 4,300 万円

農林水産業費
7 億 1,100 万円

災害復旧事業費
1,300 万円

　

脇
本
地
区
に
あ
る

松
木
弘
安
（
寺
島

宗
則
）
の
幼
少
時
代

の
旧
家
保
存
活
用
に

１
億
７
０
０
３
万
円

を
、
ま
た
大
川
地
区
に

新
た
な
道
の
駅
整
備
を

目
指
し
た
計
画
策
定
に

８
５
３
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
建
築
中
の
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
は

５
億
４
７
７
０
万
円
を

充
て
、
本
年
度
内
の
完

成
を
目
指
し
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
防
災
行
政
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

２
億
４
４
４
０
万
円
、

本
市
を
中
心
に
撮
影

さ
れ
た
映
画
「
か
ぞ
く

い
ろ
」
公
開
に
合
わ
せ
、

主
要
都
市
で
の
Ｐ
Ｒ
活

動
な
ど
に
９
６
８
万
円

を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

【
歳　
入
】

◆
自
主
財
源
…
市
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ
と
が
で

　
き
る
財
源
。

◆
依
存
財
源
…
国
や
県
な
ど
か
ら
交
付
ま
た
は
割
り

　
当
て
ら
れ
る
収
入
。

◆
市
税
…
市
民
に
納
め
て
い
た
だ
く
市
民
税
や
固
定

　
資
産
税
な
ど
の
税
金
。

◆
繰
入
金
…
基
金(

貯
金)

か
ら
取
り
崩
し
て
歳
入

　
に
充
て
る
お
金
。

◆
地
方
交
付
税
…
市
の
標
準
的
な
財
政
需
要
に
応
じ

　
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

◆
国
庫
・
県
支
出
金
…
国
ま
た
は
県
か
ら
補
助
や
交

　
付
さ
れ
る
お
金
。
使
え
る
事
業
が
特
定
さ
れ
て
い

　
ま
す
。

◆
市
債
…
市
が
公
共
事
業
な
ど
の
大
き
な
事
業
を
行

　
う
た
め
に
、国
や
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
る
お
金
。

【
歳　
出
】

◆
総
務
費
…
職
員
、
嘱
託
職
員
な
ど
の
給
与
や
住
民

　
窓
口
、
選
挙
費
用
、
庁
舎
等
の
管
理
費
な
ど
の
一

　
般
的
な
事
務
に
使
う
お
金
。

◆
民
生
費
…
高
齢
者
や
児
童
、
障
が
い
者
福
祉
な
ど

　
の
社
会
福
祉
に
使
う
お
金
。

◆
衛
生
費
…
市
民
の
健
康
づ
く
り
事
業
や
ご
み
処
理

　
な
ど
に
使
う
お
金
。

◆
農
林
水
産
業
費
…
農
林
水
産
業
の
振
興
、
農
林
道

　
や
漁
港
整
備
な
ど
に
使
う
お
金
。

◆
商
工
費
…
商
工
業
や
観
光
振
興
な
ど
に
使
う
お
金
。

◆
土
木
費
…
道
路
や
河
川
、
公
営
住
宅
の
整
備
な
ど

　
に
使
う
お
金
。

◆
消
防
費
…
消
防
防
災
施
設
の
整
備
や
消
防
業
務
な

　
ど
に
使
う
お
金
。

◆
教
育
費
…
学
校
の
施
設
整
備
や
運
営
、
社
会
教
育

　
な
ど
に
使
う
お
金
。

◆
公
債
費
…
道
路
や
施
設
整
備
な
ど
の
大
規
模
な
事

　
業
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
の
返
済
金
。

歳出
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平
成
30
年
度
当
初
予
算
は
、
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
夢
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
、
６
つ
の
重
点
項
目
に
分
け
て
編
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
外
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
あ
く
ね
応
援
寄
附
金
も
活
用
し

ま
す
。

平成 30 年度
　当初予算

１家族と地域のつながりを大切に、子どもから高齢者、障がい者を

含む市民全員が健康で笑顔で暮らせるまちづくりを目指します。

 

集
落
支
援
員
配
置
事
業

　
　
　
　
　

６
５
９
万
４
千
円

　

集
落
と
行
政
の
橋
渡
し
の
役
割
を
担
い
、

地
域
の
課
題
や
問
題
な
ど
の
情
報
収
集
や

市
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
集
落
支
援
員
を

２
人
配
置
す
る
。

 

新
た
な
タ
ク
シ
ー
利
用
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　

  

６
５
５
万
４
千
円

　
日
常
生
活
に
お
い
て
、
買
い
物
・
通
院

な
ど
の
移
動
手
段
に
特
に
支
援
が
必
要
な

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
し
て
、
タ
ク

シ
ー
券
（
１
回
３
０
０
円
×
48
枚
／
年
）
を

交
付
す
る
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

　
　
　
　
　

        　

８
３
７
万
４
千
円   

　
生
活
困
窮
状
態
か
ら
の
自
立
を
支
援
す

る
た
め
、
包
括
的
・
継
続
的
な
相
談
支
援

窓
口
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
平

成
30
年
度
か
ら
子
ど
も
の
学
習
支
援
を
実

施
し
、
学
力
に
不
安
の
あ
る
子
ど
も
を
対

象
に
、
夏
休
み
と
冬
休
み
期
間
に
補
習
教

室
を
開
催
す
る
。

共生のための「つながり」の支援

３
　

阿
久
根
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

建
設
事
業

　
　
　

５
億
４
７
７
０
万
６
千
円

　
平
成
30
年
度
中
に
利
用
開
始
す
る
阿
久

根
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
物
の
建
設
や

設
備
・
備
品
の
整
備
を
行
う
。

　

◆
床
面
積　

３
２
２
９
㎡

　

◆
ホ
ー
ル
席
数　

５
４
１
席

　

◆
交
流
室
兼
会
議
室 

５
室

　

阿
久
根
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理

お
よ
び
開
館
事
業

　
　
　

 　
　

２
０
４
９
万
６
千
円

　

阿
久
根
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
プ
レ

オ
ー
プ
ン
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

文
化
・
生
涯
学
習
活
動
の
充
実
、
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
が
生
ま
れ
る
拠
点
と
し
て
運
営

す
る
。

　

鶴
翔
高
校
「
３
年
Ａ
組
の
Ⓡ
」　

商
品
支
援
事
業  　

１
０
０
万
円

　
人
材
育
成
と
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
た

め
、地
域
と
一
体
と
な
っ
た
鶴
翔
高
校「
３

年
Ａ
組
の
Ⓡ
」
シ
リ
ー
ズ
の
商
品
開
発
や

販
路
拡
大
を
支
援
す
る
。

　

物
産
品
販
路
拡
大
事
業

　
　
　
　
　
　

４
３
８
万
６
千
円

　
市
内
企
業
の
自
社
製
品
や
技
術
な
ど
を

広
く
市
場
に
紹
介
す
る
商
談
会
な
ど
へ
の

出
店
事
業
者
に
補
助
金
を
交
付
す
る
と
と

も
に
、
阿
久
根
の
食
材
の
販
路
拡
大
を
図

る
た
め
料
理
人
を
招
致
す
る
。

「阿久根ブランド」と「食のまち あくね」の確立に向けた６次産業化の推進、

市民交流センターの建設促進と文化・生涯学習活動の充実を図ります。

地域資源や地域文化の「育み」の充実

６
つ
の
重
点
項
目
と

　

あ
く
ね
応
援
寄
附
金

２
　

明
治
維
新
１
５
０
周
年
事
業

    　

(

寺
島
宗
則
旧
家
保
存
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト)

　
　
　

１
億
７
０
０
３
万
８
千
円

　
幼
少
期
か
ら
勉
学
に
励
み
、
日
本
の
近

代
化
を
リ
ー
ド
し
た
寺
島
宗
則
の
旧
家
に

つ
い
て
、
薩
摩
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ゆ
か
り

の
家
屋
と
し
て
保
存
し
、
子
ど
も
た
ち
に

語
り
継
ぐ
と
と
も
に
、
来
訪
者
が
ゆ
っ
く

り
過
ご
せ
る
周
辺
環
境
整
備
を
行
い
、
地

域
の
お
も
て
な
し
活
動
を
支
援
す
る
。

　

「
サ
ン
セ
ッ
ト
牛
之
浜
景
勝
地
」

　
　

道
の
駅
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

８
５
３
万
８
千
円

　
阿
久
根
が
持
つ
多
面
的
な
魅
力
の
創
出

や
、
地
場
産
品
な
ど
を
提
供
す
る
場
と
す

る
た
め
に
、
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
大

川
Ｉ
Ｃ(

仮
称)

近
く
に
、
阿
久
根
県
立

自
然
公
園
牛
之
浜
景
勝
地
を
望
む
新
た
な

道
の
駅
整
備
に
関
す
る
基
本
計
画
を
策
定

す
る
。

　

あ
く
ね
サ
ン
セ
ッ
ト
ラ
イ
ン
薩
摩

街
道
整
備(

頼ら
い
さ
ん
よ
う

山
陽
公
園
整
備)

事
業

　
　

１
３
９
０
万
円

　
江
戸
時
代
後
期
の
漢
学
者
、
頼
山
陽
が

牛
之
浜
の
絶
景
に
感
動
し
、
漢
詩
を
詠
ん

だ
地
と
さ
れ
る
公
園
を
、
利
用
者
や
観
光

客
の
利
便
性
向
上
の
た
め
再
整
備
す
る
。

　

旧
阿
久
根
高
校
跡
地
活
用
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
５
０
万
円

　
旧
国
民
宿
舎
施
設
等
跡
地
活
用
と
の
整

合
を
図
り
つ
つ
、
地
域
振
興
に
資
す
る
跡

地
活
用
に
向
け
た
整
備
構
想
お
よ
び
基
本

計
画
策
定
を
行
う
。

農林水産業・観光・商工業の連携と振興を図り〝にぎわい″の創出、

地域活性化による交流人口・雇用の拡大と定住化の促進を図ります。

産業振興、地域活性化による「にぎわい」の創出
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４

５

６

　

妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
切
れ
目

の
な
い
支
援

　
　
　
　
　
　

２
０
６
万
５
千
円

① 

子
育
て
支
援
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
事
業

　

担
当
保
健
師
に
よ
る
妊
婦
訪
問
や
子

　

育
て
支
援
カ
フ
ェ
の
開
設
な
ど
に
よ

　

り
、　

保
護
者
と
の
「
顔
の
見
え
る
関

　

係
」
を
築
き
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育

　

て
全
般
の
相
談
業
務
や
情
報
提
供
な

　
ど
を
行
う
。

② 

新
生
児
聴
覚
検
査
事
業

　

全
て
の
新
生
児
に
対
し
、
聴
覚
検
査

　
を
実
施
し
、
検
査
費
用
を
助
成
す
る
。

③ 

産
婦
健
診
事
業

　

産
後
１
カ
月
の
産
婦
健
康
診
査
費
用

　
を
助
成
す
る
。

④ 

産
後
ケ
ア
事
業

　

母
親
の
身
体
的
回
復
、
心
理
的
支
援

　

の
た
め
の
指
導
や
相
談
を
医
療
機
関

　

な
ど
で
行
い
、
そ
の
費
用
に
つ
い
て

　
助
成
す
る
。

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

改
修
事
業　

７
８
５
１
万
５
千
円

　

２
０
２
０
年
開
催
予
定
の
国
民
体
育

大
会
に
お
け
る
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
の
健

診
お
よ
び
計
量
会
場
と
な
る
Ｂ
＆
Ｇ
体

育
館
に
つ
い
て
、
多
目
的
ト
イ
レ
の
設

置
や
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
含
む
施
設
設

備
の
改
修
を
行
う
。

本市でロケが行われた映画「かぞくいろ」の公開
に合わせて、都心部や主要都市において映画とタ
イアップした映像によるＰＲ活動のほか、映画製
作ワークショップを開催し、地域住民による地域
活性化と阿久根の魅力の発信を行います。
映画「かぞくいろ」の主演は、有村架純さんと國村隼さん

　

台
湾
台
南
市
善
化
区
と
の
国
際

交
流
事
業

    　
　
　
　
　

 

４
８
８
万
３
千
円

　

初
の
友
好
都
市
と
な
る
台
湾
台
南
市

善
化
区
と
友
好
交
流
協
定
を
締
結
し
、
観

光
、
産
業
交
流
を
通
じ
た
地
域
経
済
の

発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
中
高
生
を
対

象
と
し
た
交
流
事
業
を
実
施
し
、
国
際

感
覚
豊
か
な
青
少
年
の
育
成
を
図
る
。

　

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整

備
事
業

　
　

  

２
億
４
４
４
２
万
６
千
円

　

災
害
時
を
含
む
継
続
し
た
情
報
伝
達

の
仕
組
み
を
構
築
し
、
住
民
の
安
全
・
安

心
の
確
保
を
図
る
た
め
、
防
災
行
政
無

線
施
設
を
更
新
し
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
う
。

　

春
畑
住
宅
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

 　

２
８
７
０
万
円

　
市
営
春
畑
住
宅
に
お
い
て
、
大
型
合
併

処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
、
環
境
負
荷
の

低
減
化
を
図
る
と
と
も
に
、
洋
式
ト
イ

レ
へ
の
改
修
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
や
３
点

給
湯
の
設
置
を
行
い
、
入
居
者
の
居
住

環
境
の
改
善
を
図
る
。

子育て支援・教育環境の充実、疾病の予防と早期発見、

生涯スポーツの推進など健康増進活動の展開を図ります。

次代を担う郷土愛豊かな人づくり、公共インフラの整備促進と魅力ある景観のまちづくり、

危機管理体制の強化と災害に強いまちづくりを目指します。

豊かな故郷を確実に将来に引き継ぐため、

財政基盤の強化と健全運営を進めます。

「その先へ」のための公共インフラなどの整備

共助のための子育て環境の整備、健康の増進など

行財政改革の推進や人材の活用など

　

職
員
給
与
の
独
自
削
減

　

市
長
給
料　
▲
10
％

　
副
市
長
給
料　
▲
８
％

　
教
育
長
給
料　
▲
７
％

　
職
員
給
料　
▲
１
～
５
％

　

国
・
県
と
の
人
事
交
流
派
遣
事
業

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用

　

地
方
交
付
税
措
置
の
あ
る
市
債
の
活
用

　

後
年
度
の
財
政
負
担
の
軽
減
化
に
資

す
る
た
め
、
償
還
に
対
し
て
、
地
方
交

付
税
に
よ
る
措
置
率
の
高
い
市
債
を
活

用
す
る
。

　

特
定
目
的
基
金
の
効
果
的
な
活
用

　

 

各
基
金
の
目
的
に
適
応
し
た
計
画
的
な

積
み
立
て
お
よ
び
取
り
崩
し
を
実
施
し
、

変
化
す
る
財
政
需
要
に
対
応
し
つ
つ
、　

年
度
間
の
財
政
負
担
の
平
準
化
を
図
る
。

(

平
均
３
％
）

掲載している事業内容は一部です。

詳しくは、市のホームページを

ご覧ください。

　阿久根市　予算　　 検索

観光の振興、施設充実のための事業　100 万円

　・あくねサンセットライン薩摩街道ウォーキング事業
地域産業の振興、地域活性化のための事業　                    

                                                               800 万円

　・創業支援事業

　・地域の魅力活性化事業

自然環境、地域景観の保全のための事業　550 万円

　・放置竹林解消等奨励交付金事業　
　・ふるさと景観整備事業
健康・福祉の充実のための事業　350 万円

　・がん対策事業　・予防接種事業　
教育環境の充実、子育て支援のための事業　1,900 万円

　・子ども医療費助成事業
　・障がい児保育事業
　・小中学校備品整備
　・特別支援教育支援員配置事業
　・英語教育支援教員配置事業　
　・学校給食 akune わくわくパラダイスデー事業

あくね応援寄附金

（ふるさと納税）

活用事業  

　　　　　計 3,700 万円
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梶折鼻公園の遊歩道を整備
桜満開で祭り盛況

阿
久
根
市
と
長
島
町
を
結

ぶ
黒
之
瀬
戸
大
橋
近
く

の
梶
折
鼻
公
園
内
（
所
在
地
は
、

市
脇
本
１
０
７
６
４
番
地
１
）

を
新
た
に
整
備
し
、
３
月
20
日

か
ら
利
用
開
放
し
ま
し
た
。

　

県
の
地
域
振
興
推
進
事
業
を

活
用
し
、
休
憩
展
望
所
の
整
備
、

渦
潮
展
望
所
の
新
設
、
休
憩
展

望
所
か
ら
渦
潮
展
望
所
ま
で
の

海
岸
と
平
行
に
約
４
６
０
メ
ー

ト
ル
の
遊
歩
道
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、駐
車
場
２
カ
所（
計

16
台
分
）
が
新
た
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

公
園
内
の
広
場
に
は
昭
和
26
年
脇

本
中
学
校
（
現
在
の
三
笠
中
学
校
）

卒
業
生
が
植
樹
し
た
桜
（
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
）
約
30
本
が
並
び
、
満
開
を
迎

え
る
春
に
な
る
と
大
勢
の
花
見
客
が

訪
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
設
さ
れ
た
渦
潮
展
望
所

は
急
流
で
有
名
な
黒
之
瀬
戸
海
峡
を

間
近
で
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
、
大

潮
の
日
に
な
る
と
海
流
が
大
き
く
ぐ

る
ぐ
る
と
描
く
「
大
渦
」
が
見
ら
れ

ま
す
。

　

今
後
は
市
の
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト

の
一
つ
と
し
て
観
光
客
が
増
え
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
月
31
日
に
は
「
桜
祭
り
」（
祭

り
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、

市
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の
方
々
が

満
開
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
眺
め
な
が

ら
、
飲
食
や
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
披
露

さ
れ
る
郷
土
芸
能
や
踊
り
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
整
備
さ
れ
た

遊
歩
道
の
散
策
を
楽
し
む
人
も
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
日
、
遊
歩
道
整
備
の
完
成
を
祝

う
セ
レ
モ
ニ
ー
も
行
わ
れ
、
関
係
者

や
参
加
者
で
72
本
の
ツ
ツ
ジ
を
植
樹

し
ま
し
た
。

　

今
年
３
回
目
で
祭
り
当
日
に
初
め

て
桜
が
満
開
に
な
っ
た
こ
と
に
対
し

て
、
実
行
委
員
長
の
松
木
洋
輔
さ

ん
は
「
天
気
に
恵

ま
れ
、
き
れ
い
な

桜
に
囲
ま
れ
て
祭

り
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
は
奇
跡
的
で

本
当
に
う
れ
し
い
。

こ
の
景
色
を
楽
し

む
方
が
た
く
さ
ん

増
え
て
ほ
し
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

阿
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阿久根の魅力を発信
地域メディアプロデューサー作品発表会

域
の
魅
力
を
発
信
で

き
る
映
像
デ
ザ
イ

ナ
ー
を
育
成
す
る
講
座
と
、

設
定
し
た
テ
ー
マ
を
聞
く
人

に
分
か
り
や
す
く
話
し
、
相

手
の
関
心
を
引
く
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ

け
る
講
座
の
成
果
発
表
会
が

３
月
10
日
、
に
ぎ
わ
い
交
流

館
阿
久
根
駅
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

講
座
は
本
市
が
主
催
し
、

平
成
26
年
度
か
ら
メ
デ
ィ
ア

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
榎
田
竜

路
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
実

施
。
平
成
29
年
度
の
講
座
は

昨
年
７
月
か
ら
毎
月
１
回
行

わ
れ
、
相
手
に
伝
わ
る
映
像

制
作
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
手
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

映
像
発
表
し
た
の
は
鶴
翔

高
校
食
農
研
究
部
８
人
の
生

徒
た
ち
。
２
組
に
分
か
れ
、

市
内
在
住
で
ギ
タ
ー
職
人
の

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
フ
ォ
ー
ク

さ
ん
と
古
ビ
ル
を
改
修
し
宿

泊
施
設
付
き
直
売
店
の
㈱
下

園
薩
男
商
店
イ
ワ
シ
ビ
ル
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
音
楽
や

写
真
、
音
声
、
文
字
を
交
え

な
が
ら
、
２
分
間
の
映
像
に

ま
と
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
発
表
し
た
の
は
市
内

で
活
躍
す
る
方
々
４
人
で
、

そ
れ
ぞ
れ
物
語
を
制
作
し
、

そ
の
物
語
を
自
ら
が
演
じ
手

と
な
っ
て
発
表
し
、
伝
え
た

い
思
い
や
考
え
を
会
場
に
集

ま
っ
た
関
係
者
に
表
現
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
映
像
作
品
や
過
去

の
作
品
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　発表者（敬称略） 

【映像作品発表の部】

【プレゼンテーション発表の部】

発表者 所属 タイトル

１ 西垂水　武 鶴翔高校 共感力を稽古する高校生の物語

２ 輿水　基
認定こども園
阿久根めぐみ

こども園
湧き上がる実感

３ 下園　正博 ㈱下園薩男商店 変わらない世界に未来はあるのか

４ 松木　洋輔 ㈲磯の味
黒之瀬戸

食べることは命を繋ぐこと、
生きる為に必死で食べた　　
昔の人と現代人の物語

映像作品発表者／所属 作品のタイトル／
インタビューの相手方

１

仁多田　亜美
今村　優那
長田　璃音

長山　奈菜実

鶴翔高校
食農研究部

「マイスタイル」／
　スティーブン・フォーク

２

藏園　菜巳
本蔵　千華
鬼塚　りな
桐野　恵佳

鶴翔高校
食農研究部

「とまれる交差点」／
　㈱下園薩男商店イワシビル

地
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で
は
、
生
活
習
慣
病

予
防
や
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、

平
成
28
年
度
か
ら
『
ラ
ジ
オ

体
操
推
進
事
業
』
を
実
施
し

て
お
り
、
多
く
の
グ
ル
ー
プ

が
こ
の
事
業
に
取
り
組
み
、

ご
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

平
成
29
年
度
で
は
、
市
内

平成29年度ラジオ体操推進事業
実施回数が多かった方々を表彰

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

11
団
体
２
０
６
人
が
登
録
し
、

当
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
ラ
ジ
オ
体
操
を

行
っ
た
回
数
が
多
か
っ
た
上

位
の
団
体
や
個
人
の
方
に
対

し
て
３
月
28
日
、
市
役
所
で

表
彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
団
体
の
部
】

◆
最
優
秀
賞

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
風
の
丘

                                （
３
３
３
回
）

◆
優
秀
賞

▼
介
護
老
人
保
健
施
設　

回
生
苑

　
　
　
　
　

     　
　

  （
３
２
７
回
）

▼
山
下
馬
場
区
久
保
下
健
康
ク
ラ
ブ

                               (

３
１
１
回
）

【
個
人
の
部
】

◆
最
優
秀
賞

　

松
永　

正
美
（
２
８
２
回
）

◆
優
秀
賞

▼
青
龍　

勝
惠
（
２
８
０
回
）

▼
山
下　

一
男
（
２
７
３
回
）

▼
羽
牟　

百
合
（
２
５
７
回
）

▼
倉
津　

顕
子
（
２
４
５
回
）

　

市

◆対象　阿久根市民
◆内容　１組５人以上の団体で、市に登録され（必ず代表者が成人であること）、
　規定の期間に団体で実施したラジオ体操の回数を報告していただきます。
　回数が多かった団体と個人の方について表彰します。
◆登録　市健康増進課、三笠支所、大川出張所に備え付けの用紙、または市ホームページ
　からデータをダウンロードして必要事項を記入の上、市健康増進課に提出してください。
◆期間　平成３０年 5 月１日～平成３１年２月２８日
※申し込み・問い合わせ先　健康増進課　保健予防係　☎ 0996-73-1228

参加者

大募集！

平成 30 年度「ラジオ体操推進事業」

　昨年度に続き、平成 30 年度も同事業を実施し、多くのラジ
オ体操仲間を募集します。
　何か、健康のために始めたいと思っているあなた、まずは手
軽に『ラジオ体操』から始めてみませんか？

「職場や地域でいつもやっている！」

「近所のみんなで始めたい」という方

ぜひこの機会に登録してみませんか。

団体の部

個人の部
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市長の
主な動き

３月

平
良
将
市
長
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
の
「
対
話
」
と

「
協
働
」
を
軸
に
、
よ
り
多
く
の

方
が
笑
顔
に
な
る
よ
う
日
々
努

め
て
い
ま
す
。

　

３
月
の
主
な
活
動
は
次
の
と

お
り
で
す
。

西

阿久根市長
 西 平  良 将
にしひら  よしまさ

阿久根市民交流センター
建設状況

久
根
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
の
建
設
工
事
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

現
在
、
屋
根
の
鉄
筋
、
型

枠
の
工
事
中
で
、
進
捗
率
は

約
55
％
で
す
。

　

２
月
26
日
に
は
、
出
水
市
・

阿
久
根
市
・
長
島
町
の
建
築

技
術
職
員
が
屋
根
の
工
法
な

ど
の
見
学
会
を
行
い
ま
し

た
。（
写
真
右
下
）

　

本
年
度
は
、
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
期
間

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
阿
久
根
市

民
会
館
の
ご
利
用
に
何
か
と
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会 

　
　
教
育
総
務
課

　
☎
０
９
９
６

　
　

(

７
３)

１
２
５
７

阿

市民交流センターの運営および地域文化活動などの振興・支援業務
を担う「地域おこし協力隊」を募集します！
募集内容などについては阿久根市ホームページをご覧ください。
◆募集期限　平成 30 年5月16日 水 

問　生涯学習課　☎ 0996-72-1051

地域おこし協力隊 募集中です！

３月 　　　　　　　　　　　活　動　内　容

１日
 鶴翔高等学校卒業式
 出水郡医師会広域医療センター附属阿久根看護学校卒業式

３日  北薩摩観光物産展でトップセールス（鹿児島市）

４日
 消防組合春季火災予防運動合同訓練（田代中区）
 大下自治会公民館落成祝賀会（大下区）

５日  九州国際大学野球部合宿歓迎セレモニー（市内）
６、７日  平成 30 年市議会第１回定例会本会議（一般質問）

８日  平成 30 年市議会第１回定例会本会議
９日  美しい海のまちづくり公社理事会（市役所）

 九州国際大学野球部合宿歓迎会（市内）

10 日
 男子第 28 回・女子第 25 回阿久根市長旗九州選抜高等学校駅伝競走大会開会式および歓迎会（市内）
 地域メディアプロデューサー事業作品発表会（市内）

11 日
 男子第 28 回・女子第 25 回阿久根市長旗九州選抜高等学校駅伝競走大会 ( 市内 )
 あくね毘沙門太鼓響流ジュニア全国大会出場壮行会（市内）

12 日  子ども・子育て会議（市役所）
13 日  鶴川内中学校卒業式
15 日  市長と語る会（牛之浜区）

16 日

 北薩広域行政事務組合理事会（出水市）
 株式会社阿久根食肉流通センター取締役会（市内）
 九州電力株式会社自動車贈呈式（市役所）
 自衛隊家族会壮行会（市内）

18 日  消防分団長会議（市民会館）

19 日
 鹿児島いずみ農業協同組合阿久根事業所畜魂祭（市内）
 北薩地域の県管理河川における水防災意識社会再構築協議会（薩摩川内市）
 市長と語る会（浦区）

20 日
 土地開発公社理事会（市役所）
 旧国民宿舎活用事業者検討委員会（市役所）

22 日  阿久根小学校卒業式
23 日  平成 30 年市議会第１回定例会本会議
24 日  みなみ保育園卒園式
25 日  北薩横断道路泊野道路（きららＩＣ～中屋敷ＩＣ）開通式典（出水市）

26 日
 北薩広域行政事務組合議会第１回定例会（出水市）
 教育委員会・校長会・教頭会・高校合同送別会（市内）

27 日
 第１回消防組合議会定例会（市役所）
 国保運営協議会（市内）
 市長と語る会（大下区）

28 日  ラジオ体操推進事業表彰（市役所）
29 日  北薩広域行政事務組合議会第１回定例会（出水市）
31 日  第３回梶折鼻公園桜祭り（市内）
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総
務
課
長

企
画
調
整
課
長

税
務
課
長

市
民
環
境
課
長
兼
三
笠
支
所
長
兼
大
川
出
張
所
長

福
祉
課
長

農
政
課
長
兼
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
所
長

　

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

議
会
事
務
局
長

監
査
事
務
局
長

　

兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
兼
公
平
委
員
会
事
務
局
長

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
長

都
市
建
設
課
参
事
（
家
賃
収
納
対
策
担
当
）

総
務
課
長
補
佐
兼
職
員
係
長

財
政
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長

税
務
課
長
補
佐
兼
課
税
係
長

福
祉
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長

健
康
増
進
課
長
補
佐
兼
保
健
予
防
係
長

農
政
課
長
補
佐
兼
農
政
管
理
係
長

都
市
建
設
課
長
補
佐
兼
建
設
係
長

都
市
建
設
課
長
補
佐
兼
建
築
係
長

　

併
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
主
幹

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
主
幹
兼
指
導
係
長

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
補
佐

　

兼
文
化
係
長
兼
市
民
会
館
館
員

松    
﨑　

裕    

介

山　

下　

友　

治

垂　
　
　

義　

継

松　

田　

高　

明

川　

畑　

幸　

博

園　

田　
　
　

豊

平　

田　

寿
美
子

早　

瀬　

則　

浩

石　

澤　

正　

志

山　

元　

正　

彦

小　

中　

茂　

信

野　

崎　

清　

二

㞍
無
濵　
久
美
子

大　
田　
省　
吾

新　
町　
博　
行

猿　
楽　
浩　
士

寺　
地　
克　
己

中　
尾　
隆　
樹

福　
永　
雅　
彦

松　
木　
勝　
徳

新　
坂　
謙　
二

上　
村　
嘉　
代

新　
塘　
浩　
二

１　税務課の管理徴収係を「滞納整理係」に改める。

２　都市建設課に市営住宅家賃収納対策担当参事を配置。

３　教育委員会学校教育課に「教育保健係」を設置。

「
笑
顔
と
夢
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
に
よ
る
市
民
福
祉
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
る
た
め
、

阿
久
根
市
で
は
平
成
30
年
４
月
１
日
に
人
事
異
動
や
組
織
機
構
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
新
戦
力
と
し
て
13
人
を
採
用
し
ま
し
た
。

組織機構の見直し

人
事
異
動

平成 30 年度

　 市 職 員

市
民
福
祉
向
上
の
た
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト

▼

13 人の

新規採用

職員

市民の笑顔のため
全力で頑張ります！

課
長
級

課
長
補
佐
級

健康増進課

大川内　藍子

健康増進課

来住　沙耶香

健康増進課

山田　祐実

税務課

根比　真奈美

市民環境課

馬場　亮輔

福祉課

田島　優
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総
務
課
危
機
管
理
係
長

財
政
課
管
財
係
長

企
画
調
整
課
地
域
振
興
係
長

企
画
調
整
課
統
計
調
査
係
長

税
務
課
滞
納
整
理
係
長

税
務
課
固
定
資
産
税
係
長

市
民
環
境
課
環
境
対
策
係
長

健
康
増
進
課
国
保
係
長

介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
係
長

介
護
長
寿
課
地
域
包
括
支
援
係
長

都
市
建
設
課
住
宅
係
長

農
業
委
員
会
事
務
局
管
理
係
長

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
管
理
係
長

学
校
教
育
課
教
育
保
健
係
長

尾　
上　
謙
一
郎

丸　
塚　
明　
子

岩　
下　
亮　
一

秋　
野　
里　
美

本　
藏　
雄　
一

中　
園　
　
　
修

野　
中　
義　
昭

大　
橋　
尚　
子

角　
島　
智　
明

寺　
園　
勝　
夫

湯　
田　
矢　
凡

早　
水　
英　
行

上　
脇　
重　
樹

鳥
羽
瀬　
や
す
子

髙　
口　
良　
輔

川　
畑　
　
　
藍

小　
田　
洋　
子

富　
山　
亮　
平

迫　
畑　
大　
成

神　
　
　
雅　
樹

青　
木　
保　
憲

大　
野　
結　
香

瀨
戸
口　
由　
季

湊　
　
　
拓　
也

根　
比　
真
奈
美

馬　
場　
亮　
輔

橋　
口　
真　
美

神
之
田　
有　
加

田　
島　
　
　
優

坂　
元　
美　
夏

大
川
内　
藍　
子

山　
田　
祐　
実

来　
住　
沙
耶
香

永　
元　
隆　
太

櫁　
柑　
久　
恵

中　
野　
　
　
和

土　
田　
篤　
寛

早　
水　
健　
児

陳　
尾　
真
奈
美

遠　
矢　
海　
里

田　
代　
年　
孝

福　
山　
智　
史

平　
　
　
隆　
太

宮　
田　
鉄　
平

京　
田　
雄　
哉

本　
脇　
奈
里
子

岩　
元　
茉
奈
美

西　
田　
直　
史

平　
瀨　
修　
治

前　
田　
奨　
吾

船　
蔵　
真　
一

竹　
𠩤　
航　
志

鶴　
田　
哲　
平

西　
園　
善　
信

竹　
原　
美
佐
子

川　
畑　
宏　
之

小
田
原　
　
　
真

谷　
口　
義　
美

入　
來　
久　
信

久
保
田　
真
一
郎

総
務
課

総
務
課

総
務
課

総
務
課

財
政
課

財
政
課

財
政
課

企
画
調
整
課

税
務
課

税
務
課

税
務
課

市
民
環
境
課

福
祉
課

福
祉
課

福
祉
課

健
康
増
進
課

健
康
増
進
課

健
康
増
進
課

健
康
増
進
課

介
護
長
寿
課

介
護
長
寿
課

農
政
課

農
政
課

商
工
観
光
課

商
工
観
光
課

商
工
観
光
課

都
市
建
設
課

都
市
建
設
課

都
市
建
設
課

水
道
課

農
業
委
員
会
事
務
局

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
兼
市
民
会
館
館
員

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
へ
派
遣

総
務
課
（
鹿
児
島
県
へ
派
遣
）

総
務
課
（
総
務
省
へ
派
遣
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
へ
派
遣

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
へ
派
遣

都
市
建
設
課

監
査
事
務
局
兼
公
平
委
員
会
事
務
局

税
務
課

市
民
環
境
課

農
政
課

水
産
林
務
課

会
計
課

小泉　智資　
　企画調整課参事兼商工観光課参事
　（地方創生担当）
川畑　宏之　
　税務課長
迫田　勝広
　介護長寿課高齢者支援係長
谷口　義美
　農政課長兼農村環境改善センター所長　
　　兼農業委員会事務局長
入來　久信　
　水産林務課主査
久保田　真一郎
　会計管理者兼会計課長
小田原　真　
　教育委員会学校教育課長補佐
　　兼管理係長
堂之下　力　
　教育委員会スポーツ推進課長

定 年 退 職 者
係
長
級

一
般
職

再
任
用

農政課

土田　篤寛

都市建設課

  平　隆太

水道課

宮田　鉄平

教育委員会教育総務課

   本脇　奈里子

教育委員会スポーツ推進課

　西田　直史

阿久根地区消防組合

　竹𠩤　航志

阿久根地区消防組合

　鶴田　哲平
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　災害時に危険のある、がけに近接した住宅に住んでい
る方が、その住宅を移転しようとする場合、解体や新し
い住宅の取得費用などに対し、補助金を交付しています。
◆補助対象

・がけの高さが 2 メートルを超え、勾配が 30 度以上の
　がけに近接している危険住宅（図参照）

・昭和 46 年 8 月 31 日以前に
　建築した住宅
※その他要件があります。
※着工前に申請を行い、
　承認を受ける必要があ
　ります。
※平成 30 年度中に移転
　完了する必要があります。
◆補助内容
　○解体費　　　 　…上限 80 万２千円

　○新しい住宅の建設・購入借入金に係る利息
　　…上限 457 万円

　○土地の購入借入金に係る利息…上限 206 万円

　○敷地の造成借入金に係る利息…上限 59 万７千円

老人福祉センターは閉館しました

代替施設は

農村環境改善センターとなります

都市建設課から３つのお知らせ

　昭和 53 年から本市の高齢者の健康の増進、教養の
向上およびレクリエーションなどで利用されてきま
した阿久根市老人福祉センターが、旧国民宿舎施設
等跡地と一体的に開発されることに伴い、平成 30 年
３月 31 日で閉館となりました。
　これまで皆さまには、長年にわたりご利用いただ
きありがとうございました。
　今後は、代替施設として、赤瀬川地

区にある阿久根市農村環境改善セン

ターをご利用いただきますようお願いし
ます。また、阿久根市老人福祉センター内にありま
した阿久根市さわやかクラブ連合会事務局も、阿久
根市農村環境改善センター内に移転しました。
※さわやかクラブ連合会および農村環境改善セン
ター利用などの問い合わせ先
　阿久根市農村環境改善センター
　　（阿久根市赤瀬川２１１７番地１）
　☎０９９６－７３－２９１０
　　（老人福祉センターと同一番号）

 

市役所からの 

お知らせ 
Notification from Akune City Hall 

市が行う制度や行事などをお知らせ

します。ご不明なことがあれば、お問

い合せください。 

問　介護長寿課　高齢者支援係　☎ 0996-72-1241

問　都市建設課　建築係　☎ 0996-73-1198

旧
国
民
宿
舎
施
設
等
跡
地
の
活
用
事
業
に
伴
っ
て
、

閉
館
し
た
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

木造住宅耐震診断の補助上限額を増額

危険な空家の解体費の補助制度

がけに近接した住宅移転費の補助制度

　地震による建物の倒壊を未然に防ぎ、住人の生命を守
るため、木造住宅の耐震診断を行う方に対する補助金の
上限額を増額しました。
◆増額内容
　３万 900 円（従来）　⇒　6 万 円（増額変更後）
　※耐震改修工事補助上限額については従来どおり　　
　　「30 万 9,000 円」です。
◆補助対象
　昭和 56 年 5 月 31 日以前に建築（着工）された木造住宅
※その他要件があります。
※着工前に申請を行い、承認を受ける必要があります。

　建物が利用されておらず、台風や地震による倒壊や、
瓦・壁などの飛散の恐れがある建物について、解体に要
する費用に対し、予算の範囲内において補助金を交付す
るものです。補助に当たっては各種要件がありますので、
詳しくはお問い合わせください。
◆解体費補助
　解体費用の３分の１（ただし上限額 30 万円）
　補助件数　10 件（予定）
　※着工前に申請を行い、現場審査を受ける必要があります。
　※建物の解体費用が 30 万円以上であることが条件です。

がけの高さ×２倍

がけの高さ×２倍

高さは
２ｍ超える

角度は
30 度以上

①

②

③
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スポーツ推進課から２つのお知らせ

平成30年７月から

簡易水道地区の水道料金を見直し
上水道と同じ基本料金と従量料金になります

問　スポーツ推進課　☎ 0996-73-4649

FAX 0996-73-4639

問　水道課　☎ 0996-73-1102

用途 メータ
口径 基本料金 従量料金

一般用

13mm 800 円

１㎥につき
60 円

20mm 1,100 円

25mm 1,400 円

40mm 1,700 円

50mm 3,500 円

用途 メータ
口径 基本料金

従量料金
水量 金額

一般用

13mm 700 円
 １㎥から
 10㎥まで
 １㎥につき

 11㎥から
 20㎥まで
 １㎥につき

 21㎥以上
 １㎥につき

　

　70 円

100 円

140 円

20mm 1,100 円

25mm 1,400 円

40mm 3,500 円

50mm 7,000 円

メータ口径 現行料金 改定料金 差額

13mm 1,830 円 2,050 円 220 円

20mm 2,160 円 2,480 円 320 円

25mm 2,480 円 2,800 円 320 円

40mm 2,800 円 5,070 円 2,270 円

50mm 4,750 円 8,850 円 4,100 円

Ｂ＆Ｇプールを一般開放します チャレンジデー 2018 in あくね開催

【現行の１カ月の水道料金表】 【見直し後の１カ月の水道料金表】

１カ月に 15㎥使用した場合の
現行・見直し後の水道料金比較表

◆開放時期と時間
    ５月１日 火 ～５月 20 日 日

   ９月１日 土 ～ 10 月 31 日 水 

　両期間 13:00 ～ 17:00、18:00 ～ 19:30

    ５月 22 日 火 ～８月 31 日 金

　　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:30

　※７月・８月の土・日、祝日は
　　 夜間（17:00 ～ 21:00）も開放します。
◆利用料金　市内在住の方（市外の方は倍額）
　小・中学生　５０円、高校・一般　１００円
◆休館日　
　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
　※大会などにより臨時休館する場合があります。

　チャレンジデーは、人口規模がほぼ同じ自治体同士が、
午前０時から午後９時までの間に 15 分間以上継続して
何らかの運動やスポーツ（ラジオ体操、散歩、清掃活
動、農作業などＯＫ！）を行った住民の「参加率」
を競うスポーツイベントです。
◆実施日時　５月 30 日 水  0:00 ～ 21:00

◆対戦自治体　  北海道士別市（しべつし）人口 19,326 人
◆参加について
　イベント当日、市内にいらっしゃる方で、15 分以上
継続して運動やスポーツなどの身体活動を行えば参加と
なります。また、参加した方は、氏名（団体名）、参加
人数、実施種目および実施
時間を電話またはＦＡＸで
お知らせください。

① ②

  ～ 改定後料金の消費税を含む算出方法 ～

 【 例】
メ－タ口径 13mm の方が、1 カ月で 15㎥使用した場合
　① ( 基本料金 )  700 円
　② ( 従量料金  1 ～ 10㎥分 )70 円× 10㎥＝ 700 円　　
　③ ( 従量料金 11 ～ 20㎥分 ) 100 円× 5㎥＝ 500 円
　①＋②＋③＝ 1,900 円　 ( 消費税 8%) 152 円
　合計　2,052 円
　水道料金請求額　2,050 円           
 　　※ 請求時の金額に 10 円未満の端数が生じた場合は
　 　　 切り捨 てます。

｛使
用
し
た
15
㎥
を

範
囲
に
分
け
て
計
算
し
ま
す

⇒

※消費税などを
　含まない

※消費税などを
　含まない

※消費税を含む
参考

▼
▼

▼

15 分の運動でＯＫ！
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市役所からのお知らせ
Notification from Akune City Hall

平成 30 年４月から

投票区が変わりました

投票区 投　票　所 区　　　域

１ 　保健センター 　潟、大丸、倉津 、遠見ヶ岡、波留

２ 　本町公民館 　町、高松、浜

３ 　コミュニティ新町 　上野、新町、寺山

４ 　陸上競技場管理棟 　段、大尾、中村、浦、牧内、東牧内

５ 　大川中学校 　的場、中屋敷、仲仁田、川畑中

６ 　旧尻無児童館 　尻無

７ 　牛之浜区集落センター 　牛之浜

８ 　飛松公民館 　大川島、馬見塚、飛松、枦、落、高之口

９ 　佐潟集会施設 　佐潟

10 　山下小学校 　遠矢、山下馬場

11 　尾崎地区集会施設 　弓木野、尾崎

12 　鶴川内地区集会施設
　萇野、横手、宮原、羽田、栫、桑原城下、桑原城上、長谷、木佐木野、
  尾原 、米次 、田代中 、田代下

13 　折多小学校 　内田、大下、丸内、陳之尾、大林、折口東、牟田、永田下、永田上、筒田

14 　桐野下公民館 　桐野上、桐野下

15 　脇本地区公民館
　脇本馬場、脇本浜、下村、上原、槝之浦東、槝之浦西、

  大漉 、小漉 、八郷

16 　瀬之浦上公民館 　大渕川、瀬之浦上、瀬之浦下、古里、松ヶ根

17 　大谷公民館 　深田、黒之浜、大谷、黒之上

　市選挙管理委員会では、有権者数の減少および近年における
投票者の傾向を踏まえ、適正かつ効率的な規模での再編を目指
し、今回各選挙における投票区を見直しました。

　平成 30 年４月以降に執行される選挙から

変更されますので、お間違えのないようにご注意くださ
い。新投票区一覧

青
色
で
太
字
の
区
が

　
　

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　選挙管理委員会　事務局　☎ 0996-73-1267
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働く女性の家

前期主催講座のお知らせ

ヨガ
　( 全８回 )

基礎から始める
手ごねパン
( 全６回 )

夏休み親子講座

親子でパン作り
( 全１回 )

竹細工入門
( 全３回 )

初めての
韓国語教室 ( 全８回 )

希  望  講 座
第 1
希望

第２
希望

第３
希望

申込者氏名 （　　　　歳）

住         所   阿久根市 連絡先
（自宅・携帯）

職業の有無 有       ・       無   託児を希望する方：お子さまの氏名　　　　         　　　　　　　男・女（　　　歳）

健康的で美しいカラダ作りや、心の
安定と安らぎを得るために、ヨガに
挑戦してみませんか。初めての方も
お気軽にご参加ください！
◆開催日（各日、土曜日） 
　5 月 19・26 日、6 月 2・9・16 日
　6 月 23・30 日、7 月 7 日 
◆時　間　10:00 ～ 12:00
◆受講料　無　料
◆定　員　20 人

運動不足を感じている方、
ご自宅でも取り組める体
操を楽しく学んで、心身をリフレッ
シュさせませんか？
◆開催日（各日、水曜日）
　5 月 16・23・30 日
　6 月 6・13・20・27 日   
　7 月 4 日
◆時　間　10:00 ～ 11:30
◆受講料　無　料　
◆定　員　20 人

Jr. パンコーディネーターから、
パン作りの基礎を学び、
お家で焼きたてパンを楽しんでみ
ませんか。
◆開催日（各日、水曜日）
　5 月 23・30 日、6 月 13・27 日、
　7 月 11・25 日
◆時　間　9:30 ～ 12:00
◆材料代　800 円 / 回
◆定　員　16 人

おしゃれなインテリアアイテムとし
て人気のあるハーバリウムを作って
みませんか？
ご自宅のインテリアにはもちろん、
敬老の日のプレゼントにも最適♪
◆開催日　9 月 11 日（火） 
◆時　間　
　13:30 ～ 15:30
◆材料代　 2,000 円　
◆定　員　 15 人

季節を感じる寄せ植えを
学びましょう｡ 植え方だけでなく、
水のやり方などのお花の管理方法に
ついても一緒に学ぶことができます。
◆開催日（各日，木曜日）
 　6 月 7 日、7 月 5 日
◆時 　間    10:00 ～ 12:00
◆材料代　1,800 円 / 回
◆定　員　15 人

夏休みの思い出に、親子で手
ごねパンに挑戦してみません
か。
◆開催日　7 月 21 日（土） 
◆時　間　10:00 ～ 13:00
◆材料代　800 円
◆定　員　
　大人と小学生の
　ペア１0 組

コップや皿など、
世界に１つだけの陶芸作品を作り
ませんか｡ わらべ工房で開催しま
す！
◆開催日（各日、木曜日）
　5 月 17 日、6 月 21 日、7 月 19 日、
　8 月 23 日、9 月 20 日、 
　10 月 18 日
◆時　間　19:00 ～ 21:00
◆材料代　2,500 円 / 回
◆定　員　20 人　※男性も参加可

竹細工で「ひらざる」を
作りましょう｡
初心者にもていねいに指導
します｡
◆開催日（各日、月曜日） 
　6 月 4・11・18 日
◆時　間　13:30 ～ 16:00
◆材料代　
　1,200 円 / 個
◆定　員　12 人

韓国語を基礎から学ぶこと
ができます。
初めての方もご安心ください！
◆開催日（各日、水曜日）
　5 月 16・23・30 日、
　6 月 6・13・20・27 日
　7 月 4 日
◆時　間　
　19:00 ～ 20:30
◆受講料　無　料
◆定　員　20 人　※男性も参加可

【申し込み・問い合わせ先】

　働く女性の家
　☎・FAX 0996-73-3769
　企画調整課
　☎ 0996-73-1214
　FAX　0996-72-2029

※受講資格　18 歳以上の市内在住または在勤の女性（高校生不可）

※無料の託児サービス（満 2 歳～未就学児）を利用できます。（要事前予約）

複
数
受
講
可
。
申
込
多
数
と
な
っ
た
講
座
は
、
抽
選
で
受
講
生
決
定
。
受
講
決
定
は
、
後
日
、
郵
便
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　前回

大好評

　前回

大好評

　前回

大好評

パパも

参加可

▼
▼

　 　 講 座 申 込 書 （ キ リ ト リ ）

男
性
も
参
加
可

リフレッシュ
健康体操 ( 全８回 )

陶芸教室
( 全６回 )

季節の寄せ植え
( 全２回 )

申込締切

４/27 金

ハーバリウム
( 全１回 )
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Notification from Akune City Hall

肺
が
ん
検
診
・
結
核
検
診

健診・検診名 自己負担額

特定健診 無料
（阿久根市国保に加入の方）

長寿健診
無料

（後期高齢者医療保険に加入の方）

胃がん検診 無料

大腸がん検診 無料

腹部超音波検診 1,200 円

前立腺がん検診 500 円

肝炎ウイルス検診 500 円

悪
化
す
る
前
の

早
期
発
見
を
！

　

生
活
習
慣
病
は
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合
自
覚
症

状
が
な
い
ま
ま
進
行
し

ま
す
。
健
診
で
予
防
で

き
る
段
階
で
気
づ
き
生

活
習
慣
を
改
善
す
る
こ

と
で
、
病
気
を
未
然
に

防
ぎ
、
重
篤
に
な
る
前

に
治
療
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
自
覚
症
状
が

な
い
時
に
病
気
を
発
見

し
、
悪
化
・
進
行
し
な

◆期間…計●日間
   ・８月８日 水 ～８月 12 日 日

  ・８月 28 日 火 ～９月７日 金 

   ・平成 31 年１月 27 日 日 ※特定健診のみ

 ◆受付時間

   7：00 ～ 9：30

◆期間…計 17 日間
   ・６月４日 月 ～６月９日 土

  ・６月 11 日 月 ～６月 15 日 金 

 ・６月 17 日 日 ～６月 22 日 金 

◆対象者　40 歳以上
◆自己負担額　
　・40 歳～ 64 歳　２００円
　・65 歳以上　　　無料

◆期間…３日間
    12 月 10 日 月 ～ 12 月 12 日 水

◆対象者　65 歳以上
　　　　　( 右記肺がん検診を受診しなかった方 )
◆自己負担額　無料

◆対象者　40 歳以上
◆健診・検診名と自己負担額

 肝炎ウイルス検診は、40 歳以上５歳刻み　
の方々は無料となります。

　受診票について
　健診の２～４週間前に、保健推進員がお配
　りします。( 申し込みをされた方のみ )
　 特定健診・長寿健診について
　阿久根市国民健康保険と後期高齢者医療保
　険に加入の方はその保険証を、それ以外の
　健康保険の方は保険者から配布された受診
　券を必ず持ってきてください。
　都合の良い日程で受診可能
　詳しい日程や場所などは、６月ごろにお知
　らせします。

　レントゲン車で市内全域を巡回します。 

　申込者には、5 月中旬に受診票・日程表を配布
　します。    
　未申込者も検診会場で受けることができます。
　詳しい日時については、健康増進課保健予防係　
　（☎ 0996-73-1228）にお問い合わせください。

タバコを吸う方も、吸わない方も検診は必要です！
特に阿久根市の女性は、肺がんで亡くなる方が全
国平均より多い状況です。
●全国でがんによる死亡数が多い順（2016 年統計）

結 核 検 診 肺 が ん 検 診

 サンデー検診
 ６月 17 日 ( 日 )

　８：40 ～ 11：50　保健センター
　13：30 ～ 15：30　脇本地区公民館

総
合
健
康
診
査　

希
望
の
健
診
を
組
み
合
わ
せ
て
受
診
で
き
ま
す

※
年
齢
は
、
平
成
31
年
３
月
31
日
現
在
で
す
。　
　

※
期
日
、
実
施
場
所
の
記
載
が
な
い
検
診
な
ど
は
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成 30 年度

健診などのお知らせ

１位 ２位 ３位
男性 肺 胃 大腸
女性 大腸 肺 すい臓

問　健康増進課　保健予防係　☎ 0996-73-1228

▼
▼

▼

▼
▼

▼
▼

市役所からのお知らせ
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◆日時
    ７月 27 日 金  9：00～15：00

ご存じですか？〝特定不妊治療費助成″

　不妊治療を受けている夫婦に対し、その不妊治
療のうち、体外受精および顕微授精に要する費用
の一部を助成します。
◆対象者
　⑴　特定不妊治療以外の方法では妊娠の見込みがないなど
　⑵　夫婦のいずれかが１年以上、阿久根市に在住
　⑶　夫婦の前年の所得が 7 3 0 万円未満
　⑷　市税など完納者
◆助成内容

※問い合わせ先・相談窓口
　 県専門相談窓口（鹿児島大学病院）
　 ☎ 099-275-6839（毎週月・金 15:00 ～ 17:00）
　 ﾒｰﾙ　funin@pref.kagoshima.lg.jp
　 出水保健所　保健係　☎ 0996-62-1636
　 市健康増進課　保健予防係　☎ 0996-73-1228

県 市

助成額

 初回 30 万円
 ２回目以降 15 万円ま で。
※採卵を伴わないもの、 
      途中で中止したもの  
      については７．５万円

１年度につき
最大 15 万円

   まで

対象年齢  43 歳未満 限度なし

助成回数

 初回助成の治療開始時 
 年齢（妻）
 ▼ 40 歳未満
　　⇒　通算６回
 ▼ 40 歳以上　
　　⇒　通算３回

通算５年間

申請先 出水保健所
　保健係

市健康増進課　
保健予防係

い
よ
う
、
ま
た
、
早
期

に
治
療
す
る
た
め
に
、

健
康
診
断（
特
定
健
診
）

を
年
に
１
度
は
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

早
期
に
発
見
で
き

れ
ば
、
が
ん
は
決

し
て
怖
い
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
！

 　

が
ん
検
診
を
受
け

る
こ
と
で
早
期
に
発
見

が
で
き
、
さ
ら
に
治
療

を
行
う
こ
と
で
死
亡

率
が
低
下
す
る
こ
と
が
、

科
学
的
に
証
明
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆期間…７カ月間
    ６ 月  ～ 1 2 月

◆対象者
　20・30・40・50・60・70・80 歳の方
◆自己負担額
　無料
　歯科医院での予約検診です。
　詳しい日程や場所など、対象者には
　通知書を送付します。

◆期間
　　集団検診 …７日間
　  10 月 27 日 土 ～ 11 月２日 金

　　予約制検診…それぞれ 100 人限定

     11 月３日 土 ・19 日 月 ・20 日 火 

◆受付時間
  【午前の部】    8：30 ～ 9：00
  【午後の部】　12：30 ～ 13：00
◆検診名、対象者、自己負担額

　 子宮頸がん検診と乳がん検診は、がん検診推進の
　ため、一部の方の自己負担額が無料です。
　　子宮頸がん検診無料対象者
　　　20 歳、25 歳、30 歳、35 歳、40 歳
　　乳がん検診無料対象者
　　　40 歳、45 歳、50 歳、55 歳、60 歳　
　都合の良い日程で受診可能
　申込者と検診無料対象者には、9 月中旬に受診票・
　日程表を配布いたします。

ホリデー検診 
　10 月 27 日 ( 土 )
　　西目地区集会施設
　10 月 28 日 ( 日 )
　　保健センター
　11 月３日 ( 土・祝 )
　　保健センター

20・30 歳代のための女性がん検診

◆場所　保健センター　　　　　　
（１人約 30 分）  

◆定員　70 人

◆対象者・自己負担

　・乳がん検診（30 歳代のみ）　　 　　２，０００円

　・子宮頸
け い

がん検診（20・30 歳代）　    　７００円

歯
周
病
検
診

女
性
が
ん
検
診
「
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
毎
年
、
乳
が
ん
検
診
は
２
年
に
１
度
」
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う

検診名 対象者 自己負担額

子宮頸がん検診  20 歳以上の女性 700 円

乳がん検診
（マンモグラフィ）

 40 歳以上の女性
1,000 円

(40 歳代は
1,500 円 )

骨粗しょう症
　検診

 40・45・50・55・  
 60・65・70 歳の女性

200 円

予約制
（要予約）

　完全予約制です。詳しくは、希望調査で希望  

   された方に個別通知いたします。

　乳がん検診は、30 歳代の方で平成 29 年度

　に受診していない方が対象です。

▼

▼
▼

▼
▼

▼

▼
▼

▼

▼

▼
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Notification from Akune City Hall

市では、後期高齢者医療保険および国民健康保険の加入者を対象に、
一日人間ドックの助成を行っています。
ただし、市が実施している長寿健診および特定健診との重複受診はできません。

　後期高齢者医療保険加入の方
　介護長寿課　高齢者支援係　☎ 0996-73-1241
　国民健康保険加入の方　
　健康増進課　国保係　　☎ 0996-73-1224

人 間 ド ッ ク
　 の お 知 ら せ

助成対象者

利 用 方 法

後期高齢者医療保険加入の方
　　( 次の①～③のいずれにも該当する方 )

　①市内に住所を有し、鹿児島県後期高齢者医療保険に加入している方

　②平成 29 年度分までの後期高齢者医療保険料および国民健康保険税を

　　完納した世帯に属する方

　③申請日において被保険者期間が６カ月以上の方

国民健康保険加入の方

　　( 次の①～③のいずれにも該当する方 )

　①阿久根市国民健康保険に加入している方

　②平成 29 年度分までの国民健康保険税を完納した世帯に属する方
　③申請日において満 30 歳以上であり、かつ、被保険者期間が１年以上の方

鹿児島県厚生連健康管理センター

　で受診を希望する方

◆検診日予約
　ＪＡ鹿児島いずみへ検診日を予約してください。
◆利用申し込み
　後期高齢者医療保険加入の方と国民健康保険加
入の方は、いずれもＪＡ鹿児島いずみ（☎ 0996-
64-2625）へ申し込んでください。
　なお、申し込みの際には、保険証と印かんをご
持参ください。

出水郡医師会広域医療センター
内山病院、
山田クリニック、
済生会川内病院、
県民総合保健センター

　で受診を希望する方

◆検診日予約
  受診希望する医療機関へ検診日を予約してください。
◆利用申し込み
　・後期高齢者医療保険加入の方
　　介護長寿課高齢者支援係へ申し込んでください。
　・国民健康保険加入の方
　　健康増進課国保係へ申し込んでください。
　申し込みの際には、保険証と印かんをご持参くだ
　さい。

審査の上、人間ドック

助成券を交付します

加入する保険で
変わります

早
期
発
見
！

早
期
治
療
！

▼

▼
▼

市役所からのお知らせ
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助成対象
医療機関など

検 診 内 容

　女性コースを受診される方は、子宮頸
け い

部細胞診、婦人科超音波、乳房検査が
　上記検査に追加されます。また、脳ドックを同時受診される方も、ＭＲＩ、ＭＲＡ、
　頸

けい
動脈エコーが上記検査に追加されます。

　鹿児島県厚生連健康管理センター（厚生連）で初めて受診される方
　または５年以上未受診の方が、厚生連が指定する期間 ( 平成 30 年
　４月１日～５月 31 日または平成 31 年１月１日～３月 31 日 ) に受
　診した場合、本人が負担する検診料は下表の金額よりもさらに安く
　なります。
　下表のコースのほかにオプションをつけた場合、オプション料金に
　ついては市補助金対象外となります。

問診         　 　  身体計測　　    　  循環器検査         胸部検査

消化器検査  　　肝機能検査　　   　腎機能検査         血清脂質検査

糖尿病検査  　　血液一般検査　   　血清検査            痛風

膵
すい

機能検査  　　腹部超音波検査　　肺機能検査  　　聴力検査

総合判定

施設名 コース 胃検査区分 脳ドック
同時実施有無 補助対象額 市補助金 本人負担額

広域医療センター
（0996-73-1331） 一般 胃カメラ なし 40,500 円 28,300 円  12,200 円

内山病院
（0996-73-1551） 一般

胃透視 なし 40,500 円 28,300 円 12,200 円
胃カメラ なし 40,500 円 28,300 円 12,200 円

山田クリニック
（0996-72-0420） 一般 胃カメラ なし 40,500 円 28,300 円 12,200 円

鹿児島県厚生連
健康管理センター

（予約先は、
ＪＡ鹿児島いずみ 
0996-64-2625）

一般
胃透視 なし 45,617 円 31,900 円 13,717 円
胃透視 同時実施 61,047 円 42,700 円 18,347 円

一般
胃カメラ なし 48,707 円 34,000 円 14,707 円
胃カメラ 同時実施 64,137 円 44,800 円 19,337 円

女性
胃透視 なし 51,617 円 36,100 円 15,517 円
胃透視 同時実施 67,047 円 46,900 円 20,147 円

女性 胃カメラ なし 54,707 円 38,200 円 16,507 円

済生会川内病院
（0996-23-5221）

一般 胃カメラ なし 39,960 円 27,900 円 12,060 円
女性 胃カメラ なし 44,580 円 31,200 円 13,380 円

鹿児島県民総合
保健センター

（099-220-2622）

一般
胃透視 なし 40,232 円 28,100 円 12,132 円

胃カメラ なし 43,472 円 30,400 円 13,072 円

女性
胃透視 なし 52,062 円 36,400 円 15,662 円

胃カメラ なし 55,302 円 38,700 円 16,602 円

市
補
助
金
は
、

補
助
対
象
額
の
７
割
で
す
。

（
１
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て
） 検診料金は、消費税などを含みます。

受診先で

検診内容は異なります

▼

▼
▼
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12

【第46回】消費生活コーナー

フリーマーケット
サービス
(フリマサービス)

困った時はご相談を！

阿久根市消費生活センター

（商工観光課内）

☎0996-73-1211( 内線1112)

３月の生ごみ収集量

98,597 kg （前月比 +17.5％）

　
フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
フ
リ
マ
ア

プ
リ
や
フ
リ
マ
サ
イ
ト
な
ど
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
「
個
人
同
士
」
が
商
品

や
役
務
を
取
引
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
こ
の
フ
リ
マ
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
相
談
は
、
近
年
増
加
し
て

き
て
お
り
、
５
年
間
で
20
倍
近
く
に
増

え
て
い
ま
す
。

　
相
談
事
例
と
し
て
、

①
購
入
し
た
商
品
が
偽
物
だ
っ
た
の
に　

出
品
者
が
返
品
に
応
じ
ず
、
運
営
事
業

者
に
相
談
し
た
ら
「
当
事
者
間
で
話
し

合
う
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
。

②
商
品
を
購
入
す
る
際
、
条
件
と
し
て

商
品
受
取
前
の
出
品
者
評
価
を
求
め
ら

れ
、
評
価
を
し
た
と
こ
ろ
商
品
が
届
か

ず
連
絡
が
つ
か
な
く
な
っ
た
。

③
出
品
・
発
送
し
た
商
品
を
購
入
者
に

偽
物
だ
と
言
わ
れ
、
商
品
の
返
送
に
応

じ
ず
商
品
代
金
も
支
払
わ
れ
な
い
。

　
フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス
は
、
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
「
フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス
運
営
事

業
者
」
を
通
し
て
、
商
品
を
出
品
す
る

「
出
品
者
」
と
、商
品
を
購
入
す
る
「
購

入
者
」
間
の
取
引
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
サ
ー
ビ
ス
は
、「
個
人
間
」
で
の
取

引
の
み
で
あ
り
、
事
業
者
が
利
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
利
用

規
約
に
は
、「
運
営
事
業
者
は
、
利
用

者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
原
則
と
し
て
介
入

し
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合

に
は
、
個
人
同
士
の
取
引
で
あ
り
、
ト

ラ
ブ
ル
解
決
は
当
事
者
間
で
図
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
点
を
理
解
し
、

①
商
品
に
つ
い
て
の
疑
問
点
を
事
前
に　

　
出
品
者
に
確
認
す
る
！

②
購
入
者
へ
商
品
を
発
送
す
る
際
に
は
、

　
追
跡
可
能
な
方
法
を
と
る
！

③
利
用
規
約
禁
止
行
為
は
絶
対
に
し
な

　
い
！

な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
と
き
に
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

フ
リ
マ
サ
ー
ビ
ス
＝
個
人
間
取
引

　買い物の際に、レジ袋の使用を控え、マイバッグ
( エコバッグ ) を利用することで、ごみの減量化や
二酸化炭素の削減につながります。
　右のことに注意しながら、普段の買い物を見直し、
地球の環境について考えてみましょう。

買い物をするとき、

レジ袋をもらわず、

マイバッグを利用する。

シャンプー、洗剤などはできるだけ詰め替え商品を利用する。

野菜や果物を買うときに、

トレイにパックされた商品

より、ばら売りされたもの

を選ぶ。

過剰包装の商品は避け、

本のカバーなど、

不必要な包装は断る。

少量の買い物の際は、レジ袋をもらわない。

必要な分しか買わないようにする。

ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
て
利
用
し
ま
し
ょ
う

Notification from Akune City Hall

市役所からのお知らせ
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　東日本大震災チャリティセレモニー「ス
トリートピアノでつなぐ祈りのハーモニ
ー」が３月 11 日、にぎわい交流館阿久根
駅で行われ、コールみかさや中央コーラス
のメンバー、市民など約 70 人が集まりま
した。
　毎年行われるこのイベントは今年で７回
目を迎え、全国 18 カ所同時開催。阿久根
市では主に市内で活動する女性団体「チー
ム阿久根華

はなじょ
女（代表は大野雅子さん）」が

中心になり、初めて実施されました。
　地震発生時刻の午後２時 46 分、参加者
たちは被災地の方角を向いて黙とう。その
後、指揮者・富永美智子さん、ピアノ伴奏・
谷川良子さんのもと、参加者は童謡「ふる
さと」と復興支援曲「花は咲く」の２曲を
心を込めて合唱し、震災から７年となる被
災地へ鎮魂の祈りと復興のエールを送りま
した。

　３月 16 日、九州電力㈱（九電）の方々が阿久根市
を訪れ、マイクロバスや普通自動車、軽自動車など
福祉車両５台を寄贈されました。
　平成 28 年に鹿児島県から九電に対して「自治体
の避難計画に対する支援体制の強化」の要請があり、
平成 30 年３月までに川内原子力発電所から 10km 圏
内と 30km 圏内の自治体や福祉施設に車両を配備す
ることが決まり、今回実施されました。
　寄贈された車両は今後、市や市民のために活用さ
れます。

　鹿児島県グラウンド・ゴルフ協会の方々 15 人が阿
久根市社会福祉協議会を訪れ、ベンチ８台を寄贈さ
れました。ベンチは市総合運動公園や市内のバス停
に設置されます。
　県協会はチャリティー基金から拠出して毎年県内
の社協に寄贈を続けており、当社協に寄贈するのは
平成 22 年以来６年ぶりとなります。
　社協会長の西田幸作さんは「大変ありがたい。た
くさんの方にグラウンド・ゴルフを楽しんでもらい
たい」と話され、阿久根グラウンド・ゴルフ協会会
長の鮫島博章さんは「会員と健康づくりに楽しくプ
レーしていきたい」と話されました。

九州電力が市に
福祉車両５台を寄贈

県グラウンド・ゴルフ協会が
市社会福祉協議会にベンチ８台を寄贈

ピアノにのせて合唱
鎮魂の祈りと復興のエール

　 合唱で、震災犠牲者や被災者に
祈りや復興のエールを送る参加者。
　 午後２時 46 分、被災地の方角
を向いて黙とうする参加者。

上

右
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　男子第 28 回、女子第 25 回阿久根市長旗九州選抜高
等学校駅伝競走大会が３月 11 日、総合運動公園陸上競
技場を発着として行われました。
　九州各県の駅伝強豪校の新人選手が出場する本大会
には、男子 19 チーム、女子 13 チームが参加し、男子
は７区間 42.195km、女子は５区間 21.0975km のコ
ースで、白熱したレースを展開しました。
　沿道に集まった多くの市民やチーム関係者は盛んに
声援を送り、走る選手たちを後押ししました。
　なお、大会の主な結果は右のとおりです。また、詳
細は、市のホームページに掲載していますので、ご覧
ください。

【男子】（42.195km）

　優勝　鳥栖工業高等学校（４連覇）　２時間 09 分 08 秒
　２位　九州学院高等学校　　　２時間 10 分 48 秒
　３位　宮崎日本大学高等学校　２時間 11 分 34 秒
　18 位　鶴翔高等学校　　　  　   ２時間 21 分 57 秒

【女子】(21.0975km)

　優勝　北九州市立高等学校
　　　　　１時間 12 分 06 秒　
　２位　ルーテル学院高等学校
　　　　　１時間 12 分 27 秒　　　
　３位　宮崎日本大学高等学校
　　　　　１時間 12 分 30 秒

男子第 28 回、女子第 25 回阿久根市長旗
九州選抜高等学校駅伝競走大会

阿久根路を舞台に白熱レース

　３月まで阿久根中学校校長の久保等さん（56 歳、
現霧島市立舞鶴中学校校長）が「阿久根の再発見そ
して感謝のラン」と銘打った阿久根市一周のマラソ
ンに挑戦しました。教え子や久保さんが健康づくり
のために主宰する「久保道場」のメンバーなど延べ
50 人と３日間の日程で約 88km の行程を走り切り、
３月 21 日に無事ゴールしました。
　市一周になるようコースを設定し、初日は２月
25 日に実施。校長住宅を出発し鶴川内地区までの
36.4km、２日目の３月 10 日は鶴川内地区から脇本
地区までの 34.5km を主に山沿いのコースを走り抜
けました。最終日の 21 日には、15 人が参加。小雨

が降るあいにくの天気でしたが、参加者はそれぞれのペー
スで約 17km の距離を約２時間かけてゴールの校長住宅に
無事到着しました。
　久保さんは「通算 11 年阿久根にいたが知らないことがた
くさんありました。海岸線を走るときには美しい景色を再
認識しました。教え子らに支えられ走ることができた喜び
と大きな感謝の気持ちでいっぱいです」と笑顔で話されま
した。

阿久根の再発見そして感謝のラン
久保さんら50人が阿久根一周マラソン温

か
い
拍
手
に
迎
え
ら
れ
な
が
ら
笑
顔
で

ゴ
ー
ル
す
る
久
保
さ
ん
。

道
中
、
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
阿
久
根
路

を
駆
け
る
久
保
さ
ん
た
ち
。
剣
道
部
Ｏ
Ｂ
の
新

枦
和
也
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
「
一

度
、
走
っ
て
阿
久
根
を
一
周
し
て
み
た
い
」
と

い
う
久
保
さ
ん
の
願
い
を
か
な
え
ま
し
た
。

右下
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　大川尻無区に住む方々でつくる「尻無皆
かいえんたい

援隊」（代表
は大田修さん）の方々が２月、肥薩おれんじ鉄道沿線
で同区にある尻無橋近くの土手の刈り払い作業を行い
ました。
　土手いっぱいに生い茂った草を集まった隊員 20 人は
機械を使いながら約４時間かけて作業を終えました。
大田さんは「きれいになって気持ちがいい。区の景観
をよくするために、これからもみんなと協力し合って
活動していきたい」と話されました。

　総合運動公園で３月５日から 13 日まで九州国際大
学野球部（福岡県北九州市）が 31 回目の春季合宿を
行いました。
　今年初めて合宿用のシャツを作製。紺地のシャツ
の胸には鹿児島のシンボル・桜島、左袖には阿久根
を代表するボンタンと阿久根大島のシカがあしらわ
れ、着用した選手たちは気持ちを一つにして練習に
励んでいました。
　４年で主将の安田寿明さんは「市の関係者の歓迎
はとてもうれしく、期待に応えられるようしっかり
練習を積み、春季九州リーグ優勝を目指したい」と
意気込みを話されました。

　阿久根市内の建設業でつくる「阿久根建友会」（会
長は石澤宗明さん）の方々が３月６日、肥薩おれん
じ鉄道沿線で浦区の雑草の刈り払い作業をボランテ
ィアで行いました。
　樹木や道路沿いの雑草などが生い茂り「せっかく
の美しい海岸線が見えずもったいない」という声が
あり、また、年内に阿久根市を中心に撮影された映
画「かぞくいろ」が公開されることを受け、建友会
の方々が映画を盛り上げ地域に貢献したいと、市や
同鉄道に協議し、実施されたものです。
　この日、同鉄道の出田貴康社長は「映画の撮影も
無事終わった。舞台に同線が選ばれたのは市のおか
げで、全面的な協力をいただき感謝している。多く
の観光客に来てもらいたい。視界が改善されること
で観光や撮影のいいポイントになると期待している」
とあいさつ。集まった会員約 20 人は茂った草を手
際よく刈り払い、約１時間で作業を終え、車両や海
岸線を見渡せる景観にしました。石澤会長は「映画・
鉄道ファンやそのほか訪れる人に美しい景観を楽し
んでほしい」と話されました。

「尻無皆援隊」が地区内を草刈り

合宿用シャツを作製し、気合十分
九国大野球部が31回目の春季合宿

　刈り払い前。
草があたり一
面に生い茂っ
ていました。
　きれいに刈
り払われ、車
両と海が見渡
せるようにな
りました。

左

下

「阿久根建友会」が浦区を草刈り
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まちの話題 みんなのアルバム
楽しい話題などお寄せください。 総務課秘書広報係 ☎ 0996-73-1208
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鶴翔高校の“いま”を伝える！

鶴翔 News Vol.

阿久根市内唯一の高校「鶴翔高校」。
そこで過ごす生徒の活躍を紹介します。
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３
月
16
日
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
農
業
科
学
科
と
食
品
技

術
科
２
年
生
38
人
が
、
阿
久
根

小
学
校
６
年
生
を
対
象
と
し
た

「
地
域
の
食
材
を
生
か
し
た
出

前
授
業
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
校
生
が
先
生
役
に
な
っ

て
、
阿
久
根
の
特
産
品
に
関
す

る
内
容
や
ウ
ニ
殻
液
肥
を
活
用

し
た
水
稲
栽
培
、
豚
み
そ
の
作

り
方
・
衛
生
管
理
に
つ
い
て
の

授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
、
鹿
児
島
県
職
業
能
力

開
発
協
会
が
行
う
「
造
園
技
能

士
３
級
」
の
試
験
に
、
総
合
学

科
環
境
緑
地
系
列
の
生
徒
12
人

が
見
事
合
格
し
ま
し
た
。

　

こ
の
資
格
は
、
庭
園
・
庭
木

の
手
入
れ
な
ど
の
造
園
作
業
に

関
し
て
、
一
定
の
知
識
と
技
術

を
有
す
る
こ
と
を
認
め
る
国
家

資
格
で
す
。
生
垣
を
作
っ
た
り
、

水
糸
を
引
い
て
飛
び
石
を
組
ん

だ
り
と
、
技
術
習
得
に
は
か
な

り
の
訓
練
が
必
要
で
す
。

　

高
校
２
年
生
で
12
人
も
合
格

者
を
輩
出
す
る
こ
と
は
珍
し
い

こ
と
で
、
大
変
素
晴
ら
し
い
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
次
の
資
格
取
得
に
向
か

っ
て
努
力
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
開
催
さ

れ
た
全
国
規
模
の
大
会
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
高

校
を
鹿
児
島
県
が
表
彰
す

る
式
典
が
３
月
20
日
に
県

庁
で
行
わ
れ
、
選
ば
れ
た

鶴
翔
高
校
を
含
む
県
内
５

校
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

全
国
の
学
校
で
日
頃
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
エ
コ

活
動
を
競
い
合
う
「
第
６

回
ｅ
ｃ
ｏ
‐
１
グ
ラ
ン
プ

リ
」
に
農
業
科
学
科
と
し

て
参
加
し
、
発
表
し
た
廃

棄
ウ
ニ
の
活
用
に
関
す
る

研
究
発
表
が
内
閣
総
理
大

臣
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

式
典
に
は
農
業
科
学
科

作
物
班
２
年
の
竹
下
翔
太

君
（
三
笠
中
出
身
）
が
生

徒
代
表
で
出
席
し
、
三
反

園
訓
知
事
か
ら
表
彰
状
を

受
け
取
り
ま
し
た
。
竹
下

君
は
「
先
輩
方
か
ら
受
け

継
い
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

継
続
し
て
き
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
、
う
れ
し
く
思
い

ま
す
」
と
喜
び
の
気
持
ち

を
語
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
学
校
で
は
、
地

域
と
の
関
わ
り
や
課
題
解

決
を
貴
重
な
学
習
の
機
会

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

ク
イ
ズ
形
式
で
授
業

は
進
め
ら
れ
、
児
童
た

ち
は
楽
し
く
阿
久
根
の

食
材
や
鶴
翔
高
校
の
生

産
物
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
最
後
に
は
、
鶴

翔
米
の
「
豚
み
そ
お
に

ぎ
り
」
や
ボ
ン
タ
ン
ジ

ャ
ム
を
つ
け
た
パ
ン
な

ど
を
み
ん
な
で
楽
し
く

試
食
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
梶
尾
琉
良

さ
ん
（
三
笠
中
出
身
）

は
「
子
ど
も
た
ち
が
地

元
の
食
に
つ
い
て
興
味

を
持
っ
て
も
ら
っ
た
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
楽
し

く
授
業
を
受
け
て
く
れ

た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ

た
で
す
」
と
笑
顔
で
話

し
ま
し
た
。

　

地
域
の
高
校
生
た
ち

が
小
学
生
と
交
流
す
る

機
会
は
、
薩
摩
の
郷
中

教
育
を
連
想
さ
せ
ま
す
。

生
徒
た
ち
も
児
童
た
ち

も
生
き
生
き
し
た
表
情

が
印
象
的
な
交
流
活
動

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
食
の
出
前
授

業
を
継
続
し
て
行
う
予

定
で
す
。

阿久根小学校への出前授業

「阿久根をたべよう！」

目指せ プロフェッショナル！

　造園技能士３級に12人が合格

知事による高等学校表彰

高校２年生が
12人も合格することは珍しいことなんです！

式典に出席した生徒たち＝鹿児島県庁

高校生が先生役
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中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
、
国
お
よ

び
地
域
行
政
施
策
の
基
本
資
料
に
す
る
た

め
の
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
内
容
は
、
統
計
目
的
以
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
調
査
の

趣
旨
な
ど
を
ご
理
解
の
上
、
ご
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
対
象　
従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の　

　

製
造
事
業
者

◆
基
準
日　
６
月
１
日

（金）

※
問
い
合
わ
せ
先　

　
企
画
調
整
課　
統
計
調
査
係

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
５

「
工
業
統
計
調
査
」

　
　

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

愛
称
を
募
集
し
ま
す 　児童福祉の理念は「すべて国民は、児童が心身

ともに健やかに生まれ、かつ、育成されるよう努

めなければならない」とうたわれています。

　子どもや家庭、子どもの健やかな成長について

みんなで考えてみましょう。

　子育てや家庭生活に関する悩みの相

談に保育士や家庭相談員が対応します。

　電話相談や巡回相談も行っていますので、一人

で悩まずご相談ください。

※問い合わせ先
　阿久根市福祉課　子育て支援センター　
　☎０９９６－７２－３９３９

　　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
船
員
保
険
お

よ
び
共
済
年
金
（
相
談
可
能
な
も
の
）
な

ど
の
年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と
へ
の

「
移
動
ね
ん
き
ん
相
談
所
」
を
開
設
し
ま

す
。
相
談
に
は
、
川
内
年
金
事
務
所
の
職

員
が
応
じ
ま
す
。

　

ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予
約
が

必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

予
約
の
際
は
、「
氏
名
」・「
基
礎
年
金

番
号
」・「
相
談
内
容
」・「
連
絡
先
（
電
話

番
号
）」
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　
５
月
17
日

（木）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

※
予
約
時
間
の
10
分
前
ま
で
に
待
合
室

（
第
10
会
議
室
）
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

◆
場
所　

　

市
民
会
館　

第
９
会
議
室

◆
相
談
時
持
参
す
る
も
の

　

・
印
か
ん

　

・
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
ね
ん
き
ん　
　

　
　

特
別
便
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど

※
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
も
必
要
に

な
り
ま
す
。

◆
予
約
受
付
期
間
（
厳
守
）

　

５
月
１
日

（火）
～
５
月
10
日

（木）

※
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
環
境
課　
住
民
年
金
係

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
８

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
所
有
権
移

転
や
貸
借
、
宅
地
な
ど
へ
の
転
用
等
に
関

す
る
許
可
事
務
の
ほ
か
、
遊
休
農
地
の
有

効
活
用
な
ど
に
関
す
る
相
談
な
ど
の
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
地
等
利
用

最
適
化
の
推
進
と
し
て
、
①
担
い
手
へ
の

農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
②
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
③
新
規
参
入
の

促
進
が
必
須
業
務
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
農
業

委
員
会
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
を
業

務
に
反
映
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
事
項
な
ど
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご

要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
寄
せ
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
農
業
担
い
手
の
育
成
お
よ
び
確
保

○
農
地
問
題

○
遊
休
農
地
の
対
策

○
そ
の
他
（
農
業
・
農
地
全
般
）

　

な
お
、
ご
意
見
・
ご
要
望
は
文
書
・
フ

ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
に
よ
り
、
５
月
７
日

（月）

ま
で
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
８
９
９
‐
１
６
９
６　

　
阿
久
根
市
鶴
見
町
２
０
０
番
地　

　
阿
久
根
市
農
業
委
員
会

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
４
９　
　
　
　

　 

Ｆａｘ
０
９
９
６
（
７
２
）
２
０
２
９

   

　　　
メールn

o
u

i@
city.a

k
u

n
e

.

　

  k
a

g
o

sh
im

a
.jp

移
動
ね
ん
き
ん
相
談
所

　

を
開
設
し
ま
す

農
業
委
員
会
へ
の

ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
願
い
し
ま
す

　 「あと一歩　

　　 力になるよ　

　　　  その思い」

５月５日 土 ～ 11 日 金 は

「児童福祉週間」です

【子どもの日から一週間】

平成 30 年度標語

　

市
で
は
今
年
８
月
に
竣

工
予
定
の
阿
久
根
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
の
「
愛
称
」

を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
広
報
あ
く
ね

４
月
号
と
一
緒
に
配
布
し

て
あ
る
チ
ラ
シ
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課
（
市
民
会
館
内
）

　
☎
０
９
９
６

　
　
（
７
２
）
１
０
５
１

4/17 火

～ 5/20 日
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▲

「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです 　 ら し の 情 報 く ▲

阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） 

▲

三笠支所☎0996-75-0002 

▲

大川出張所☎0996-74-0001　 ら し の 情 報 く 



　

市
か
ら
委
託
を
受
け
た
相
談
支
援
事
業

所
の
専
門
職
員
が
、
障
が
い
福
祉
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
「
身
体
や
こ
こ
ろ
に
関
す
る
こ
と
」、「
家

庭
や
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
」、「
福
祉
サ

ー
ビ
ス
利
用
の
こ
と
」
な
ど
、
ど
の
よ
う

な
お
困
り
事
、
心
配
事
で
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

◆
対
象
者　
身
体
障
が
い
、知
的
障
が
い
、　

　

精
神
障
が
い
、
発
達
障
が
い
、
難
病
な

　

ど
障
が
い
の
あ
る
人
（
児
童
を
含
む
）、

　

そ
の
家
族
、
関
係
者
な
ど

◆
相
談
時
間　
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
午

　

前
８
時
～
午
後
５
時
（
必
要
に
応
じ
て

　

ご
自
宅
ま
で
伺
い
ま
す
）

◆
専
門
職
員　
社
会
福
祉
士
、
臨
床
心
理

　

士
、
理
学
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
ジ

　

ョ
ブ
コ
ー
チ
な
ど

◆
相
談
支
援
事
業
所　

　

あ
い
わ
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

ま
た
、
毎
月
市
内
の
各
地
域
へ
巡
回
相

談
を
行
い
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
、
市
民
の
方
は
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

◆
５
月
22
日

（火）

　

▼
午
前
８
時
30
分
～
午
前
10
時　

　
　

三
笠
支
所

　

▼
午
前
10
時
30
分
～
正
午　

　
　

八
郷
公
民
館

★
そ
の
他
の
日
程
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

阿
久
根
市
委
託
相
談
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

　

専
門
員
が
障
が
い
福
祉
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

軽
自
動
車
税
の

減
免
制
度
の
お
知
ら
せ

 西郷隆夫氏講演会

◆日時　４月 28 日　土

　　　　 14：15 ～ 15：45
◆場所　市民会館　第１会議室
◆講師　西郷隆夫氏
　（株式会社ナンシュウ代表取締役）
◆演題
　「子孫から見た西郷隆盛」
◆内容
　明治維新１５０周年にあ
たり、西郷隆盛の子孫であ
る隆夫氏に「西郷どん」について語っ
ていただきます。
　どなたでもご参加ください。
◆入場料　無料

  第 32 回

 チャリティーショー

◆場所　
　市民会館　大ホール
◆内容
　協会員による歌や太鼓、
踊りなど、日ごろの成果を
披露します。

※問い合わせ先
　生涯学習課（市民会館内）
　☎ 0 9 9 6 - 7 2 - 1 0 5 1

◆日時　５月 13 日  日
　　　　  10：00 ～

阿久根市文化協会
　　　　　　　　　からのお知らせ

　
・
社
会
参
加
の
サ
ポ
ー
ト

　
・
専
門
機
関
の
紹
介

　
・
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
支
援

　
・
権
利
擁
護
の
た
め
に
必
要
な
援
助

　
・
障
が
い
を
持
っ
た
相
談
員
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
・
専
門
職
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

　
・
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
支
援
（
講
習
会
企
画
、
居
住
サ
ポ
ー
ト
な
ど
）

　

身
体
障
が
い
ま
た
は
精
神
障
が
い
な
ど

の
あ
る
方
は
、
手
帳
の
等
級
な
ど
に
よ
っ

て
軽
自
動
車
税
が
一
人
１
台
減
免
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
普
通
自
動
車
税
の

減
免
と
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
平
成
29
年

度
に
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る

方
は
、
平
成
30
年
度
以
降
も
継
続
し
て
減

免
し
ま
す
の
で
、
再
申
請
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
車
を
買
い
替
え
た
場
合
や
手

帳
の
等
級
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は

再
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
減
免
制
度
の
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

①
身
体
障
が
い
者
ま
た
は
精
神
障
が
い
者　

　
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
。

②
18
歳
未
満
の
身
体
障
が
い
者
ま
た
は
精
神　

　
障
が
い
者
も
し
く
は
知
的
障
が
い
者
と
生

　
計
を
一
に
す
る
者
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
。

③
軽
自
動
車
の
構
造
が
専
ら
身
体
障
が
い　

　
者
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
軽
自
動
車
。

※
障
が
い
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
減
免
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
受
付
期
間　
５
月
１
日
( 火 )
～
５
月
31
日
( 木 )

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
か
ん
、
運
転
者
の
運
転
免
許
証
、
車

検
証
、
障
害
者
手
帳
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
（
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
）

※
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
課
税
係

　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
０
３

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

あ
い
わ
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
６
（
７
５
）
２
４
０
１

相談内容例
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ファミリーフィッシング大会

５月３日 木 【日時】

Ｇ . Ｗ .

【受付・集合場所】阿久根大島（島内）

【参加費】一家族 1,000 円（乗船料別）

【内容】参加者同士で釣果を競い合います。

 ♪大物賞　バナナボート優待券

 ♪家族賞

 　１等　Ｃ棟宿泊券

 　２等　バンガロー宿泊券

 　３等　Ａ・Ｂ棟宿泊券

 ♪ブービー賞

 　ビーチクラブ貸道具貸出券

【締切日】４月 30 日 ( 月 )

※悪天候の場合は中止となります。

　その場合、前日にお知らせします。

※必ず９時発の定期船に乗船してください。

※道具一式、エサ、弁当などはご持参ください。

9:30 ～ 13:30

※申し込み・問い合わせ先
　㈱日本水泳振興会
　☎０９９６－７２－５９２０

イ ンべ ト

◆
協
定
賃
金

・
責
任
者　

２
万
円

・
技
能
者　

１
万
９
千
円

・
一
般　

１
万
８
千
円

※
見
習
い
者
の
賃
金
は
、
責
任
者
の
判
断

に
よ
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
出
水
地
区
工
友
会 

代
表 

田
中
義
夫

　
☎
０
９
９
６
（
８
７
）
０
３
３
６

出
水
地
区
建
築
工
友
会
か
ら

協
定
賃
金
の
お
知
ら
せ

第
12
回

阿
久
根
う
に
丼
祭
り

４
月
21
日
( 土 )
～
５
月
13
日
( 日 )

 

問 

阿
久
根
市
観
光
連
盟 

☎
０
９
９
６(

７
２)

３
６
４
６

お知らせ

参
加
者
大
募
集
!!

　

第
47
回
「
鹿
児
島
・
岐
阜
青
少
年
ふ
れ
あ
い
事
業
」

　

１
級
塗
装
技
能
士
が
解
説
す
る
ス
ク
リ

ー
ン
映
像
を
使
い
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な

い
た
め
の
塗
装
の
正
し
い
知
識
を
わ
か
り

や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

　

ま
た
、
質
問
、
相
談
も
受
け
付
け
ま

す
。（
参
加
費
無
料
、
要
予
約
）

◆
日
時

　

４
月
25
日

（水）
・
28
日

（土）

　

▼
午
前
10
時
～
正
午
、

　

▼
午
後
２
時
～
午
後
４
時

◆
場
所　
市
民
会
館
２
階　

第
８
会
議
室

◆
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

先
着
10
人
で
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

(

一
社)

市
民
講
座
運
営
委
員
会

　
☎
０
１
２
０
（
６
８
９
）
４
１
９

◆
募
集
人
員　

▼
中
学
生
か
ら
18
歳
ま
で
（
５
人
程
度
）

▼
18
歳
か
ら
30
歳
ま
で
（
５
人
程
度
）

◆
申
込
方
法

　

直
接
、
県
青
少
年
男
女
共
同
参
画
課
青

　

少
年
育
成
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
締
切
日 　
５
月
18
日
( 金 )

※
問
い
合
わ
せ
先

　
県　
青
少
年
男
女
共
同
参
画
課

　
☎
０
９
９(

２
８
６)

２
５
５
７

屋
根
や
外
壁
塗
り
替
え

セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入

門
コ
ー
ス
を
修
了
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、

同
基
礎
コ
ー
ス
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
な
お
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

◆
実
施
期
間　
　

　

５
月
～
11
月
（
25
回
開
催
）

◆
時
間　

　

午
後
７
時
～
午
後
９
時

◆
場
所　

　

市
民
会
館　

会
議
室

　
　

(

実
施
日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す)

◆
申
込
期
限　
５
月
11
日

（金）

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課　
福
祉
係　

　
☎
０
９
９
６(

７
３)

１
２
４
０

　

両
県
の
青
少
年
が
相
互
の
交
流
を
通
じ

て
、
郷
土
に
根
ざ
し
た
青
少
年
活
動
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
本
県
か
ら
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
鹿
児
島

県
、翌
年
度
は
岐
阜
県
で
の
開
催
と
な
り
、

２
年
間
の
活
動
と
な
り
ま
す
。

◆
期
間　
７
月
27
日
( 金 )
～
７
月
30
日
( 月 )

　
　
　
　
　

(

３
泊
４
日)

予
定

◆
交
流
地　

 

鹿
児
島
県
内

◆
交
流
内
容

　

鹿
児
島
の
自
然
・
文
化
を
活
用
し
た
岐　

　

阜
青
少
年
と
の
交
流

◆
参
加
負
担　
１
万
円
（
離
島
か
ら
の
参　

　

加
者
は
、
船
賃
相
当
額
を
助
成
）

受
講
生
募
集
!!

手
話
奉
仕
委
員(

基
礎
コ
ー
ス)
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市立図書館 ☎０９９６－７２－０６０７
開 館 時 間 午前９時～午後７時 図書館へ行こう！

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。

　ご了承ください。

夜
明
け
前
グ
ラ
ン
ド
へ
向
ふ
若
者
ら

　

白
き
息
吐
き
駆
け
出
し
て
ゆ
く　
　
　
　

  　

谷
口
久
美
子

息こ子
の
嫁
と
共
に
嫁
入
り
お
ひ
な
様

　

優
し
き
面
輪
わ
が
家
を
照
ら
す　
　
　

 　
　

 

佐
潟　

俊
子

「
泣
く
よ
っ
か
ひ
っ
と
ぼ
か
い
」
と
老
い
独
り

　

客
間
整
へ
新
年
を
待
つ　
　
　
　
　
　
　
　

  

野
村　

克
枝

思
ひ
出
は
色
も
清
か
に
蘇
る

　

か
の
日
の
風
の
香
り
も
の
せ
て　
　
　
　
　

  
別
府　

義
明

真
向
い
は
古
き
城
跡
山
笑
ふ　
　
　
　
　

 　
　

 

立
山　

幸
子

露
天
の
湯
空
と
乾
杯
山
笑
ふ　
　
　
　
　
　
　

  

谷
口　

俊
明

枝
庭
に
子
供
の
声
満
ち
山
笑
ふ　
　
　
　
　
　

  

波
留　

淑
子

峠
道
荒
れ
る
が
ま
ま
に
山
笑
ふ　
　
　
　
　
　

  

弓
木
野
良
子

題　

「　
　
　

」

題 

「 

笑わ

れ 

」

誕た
ん
じ
ょ
ま
え

生
前　

歩あ
ゆ

だ
孫こ

ん
祝ゆ

え　

笑わ

れ
が
舞も

う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

宮
原
若
女

【
唱
】
わ
ら
草ぞ

い履
と
金ぜ
ん

ぬ　

掴つ
か

ん
で
ま
た
笑わ

る
っ

古ふ

り
写じ
ゃ
し
ん真　

笑え

ご顔
で
並な

る
じ
ょ
っ　

女か

か房
と
俺お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

太
田
土
管

【
唱
】
こ
ん
若わ

け
人と

は
誰だ
い

い
か　

女か

か房
じ
ゃ
ら
い　

 新刊コーナー

● 『大人になったら、』 畑野 智美 （著）

● 『怪盗不思議紳士』 我孫子 武丸 （著）

● 『鍬ケ崎心中 』 平谷 美樹 （著）

図書館では、４月２１日（土）から５月６日（日）まで
児童書の古本無料配布を館内で実施します。
無くなり次第終了となりますのであらかじめご了承ください。
また、４月２１日（土）午後２時から「子ども読書の日記念
読み聞かせ会」を行います。ぜひご来館ください。

●『かべのむこうになにがある？』
ブリッタ・テッケントラップ（作）風木一人 ( 訳 )

30 代半ば、カフェで副店長をしているメ

イ。結婚や出産、仕事の昇進試験から目を

逸らしつづけてはいけない、とわかってい

るが…。ときめく気持ちを取り戻す恋愛小

説。

戊辰戦争の一連の戦いの中で、明治 2 年

3 月 25 日に盛岡藩宮古村で新政府軍と　　　　

旧幕府軍の戦闘が繰り広げられた -。志あ

る若者と時代に翻弄される女。激動の時代

を生きた 2 人の絆と運命を描く。

名探偵・九条響太郎の助手になった戦災孤

児の瑞樹。探偵の宿敵・不思議紳士の仕業

と思われる事件が発生し…。劇団ヘロヘロ

Q カムパニーの舞台から生まれた冒険ミ

ステリ活劇。

大きな赤い壁がありました。どこからどこまで

続いているのか、誰がいつどうやって作ったの

か、気にする人はいません。知りたがりの小さ

なねずみは、この壁の向こうに何があるのか気

になって、みんなに聞いてまわりますが…。

児童書の古本無料配布を行います！

配
布
初
日
は

１
人
５
冊
ま
で
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を
い
使
名
仮
的
史
歴
は
名
仮
り
送
※

。
す
ま
い
て
し
用
使

》
会
歌
短
根
久
阿
《

》
会
句
俳
根
久
阿
《

句
狂
摩
薩
《

　

》
会
旦
文
ん
阿



読者のお便り紹介
きいてよY

　

お便り待ってます！！
＜応募方法＞

郵送もしくはメールで、お便りをお寄せください。氏名（ペンネーム可）・
住所・電話番号・年齢・性別・本紙へのご意見やご要望などをご記入く
ださい。なお、掲載紙面の都合上、ご紹介できない場合もあります。また、
他者を特定する情報は削除する場合もあります。

＜応募先＞
〒８９９－１６９６ 阿久根市鶴見町２００番地

「阿久根市役所総務課きいてよ！阿っくんコーナー」まで
E-mail:hishokoho@city.akune.kagoshima.jp
☎０９９６-７３- １２０８（直通）

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。

　ご了承ください。

報
の
制
作
担
当
と
し
て
、
早

く
も
４
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
毎
月
広
報
誌
が
届
く
の
が
楽
し
み

だ
よ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
経
験

を
フ
ル
に
生
か
し
、
追
究
心
を
も
っ

て
制
作
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
一
年

間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
所
﨑
）

月
の
人
事
異
動
に
伴
い
、
秘

書
広
報
係
に
配
属
さ
れ
ま
し

た
白し

ら
は
だ肌

と
申
し
ま
す
。
主
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
担
当
し
ま
す
。
迅
速
か
つ

正
確
な
情
報
発
信
を
心
が
け
な
が
ら

業
務
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
白
肌
）

24 回アクネスポーツ杯争奪中学生バスケッ
トボール大会（阿久根市バスケットボール

協会主催）が１月 20 日～１月 21 日、阿久根市
総合運動公園総合体育館で行われ、阿久根・出水・
水俣地区の中学校から男子 6 チーム、女子 9 チー
ムが出場しました。　
　各チームの選手たちは、仲間や保護者が見守る
中、ハツラツとしたプレーで熱戦を繰り広げ、ゴー

ルが決まると歓声があがりました。
　大会の結果は、男子の部では阿久根中学校が、女子
の部では出水中学校が優勝しました。

見事優勝した阿久根中学校男子バスケットボールチームの皆さん

  （3月31日現在）

前月比 

人　口 20,814人 （- 1 7 8 ）

　男 9,802人 （ − 7 8 ）

　女 11,012人 （ - 1 0 0）

世帯数 10,174世帯（ - 4 4 ）

●出生 9人/

●転入 86人/

●死亡 47人

●転出 226人

　私が６年生になって、がんばり
たいことは、最上級生としての自
覚をもち、下級生のお手本となる
ような一年にすることです。
　あと１年で折多小学校を卒業す
るので、悔いのないような学校生
活を送りたいです。

阿久根中男子バスケ部が見事優勝！
　　アクネスポーツ杯争奪中学生バスケットボール大会

折多小学校６年

堀切  心
み は な

花 さん

第

優勝おめでとうございます！
これからますますの活躍を楽しみにしています !!

市４ 「
広
報
担
当
者
あ
い
さ
つ
」

　佐潟集落出身者から生まれた女児（長女のみ）

をその年の旧暦４月８日に背負って踊る祭 り で

す。別名「いのち長」とも呼ばれ、子孫

繁栄の願いを込めた祭りといわれていま

す。毎年、多くの方々が訪れ盛大に　

お祝いをします。

　今年は、５月 22 日（火）に開催予定です。

佐潟の「ひな女祭り」

史
跡
や
文
化
、
食
べ
物
な
ど
阿
久
根
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
「
ず
ん
ば
い
！
あ
く
ね
」
を
新
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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出 水 法 律 事 務 所 
弁護士  米 田 圭 吾 鹿児島県弁護士会所属

鹿児島県出水市昭和町

月曜日～金曜日 午前 時 分～午後 時まで

相続、離婚、借金、労働、交通事故、その他

幅広い分野を取り扱っております。お困りの

ことについて、お気軽にご相談ください。

まずは、お電話でご予約ください。

初回の相談料は 

 １時間まで無料です 

問い合わせ先

まつり実行委員会事務局（阿久根市商工観光課内）

　☎０９９６－７３－１１１４

阿久根Ｏ
ｵｰﾌﾟﾝｳｫｰﾀｰｽｲﾐﾝｸﾞ

ＷＳ 2018

日本水泳連盟認定ＯＷＳ大会

７月１日 日  脇本海水浴場

【実施内容】

　５km、２km、１km、親水イベント

福井国体鹿児島県ＯＷＳ代表選手選考会
上位３位以内 (男女) には、日本選手権出場権付与

参加者募集中

５月 31日 木

　　　　　まで

大好評のウォーターバルーン

エアー遊具

「怪盗戦隊ルパンレンジャーVS 警察戦隊パトレンジャー」　ショー

ステージイベント

　ご当地アイドル「サザンクロス」　や郷土芸能など盛りだくさん!!

家族みんなで楽しもう！

ンー ェグ リ スフ

丘
おか

公
こう

番
ばん

所
しょが

園
えん

    問 グリーンフェス事務局

　　　  ☎ 0996-73-3777

４ 金   5 土▼５/

10:00 ～ 16:00

問　大会実行員会事務局 ( 阿久根市観光連盟内） ☎ 0996-72-3646

●編集／発行 阿久根市総務課秘書広報係 〒899-1696  鹿児島県阿久根市鶴見町200番地 ☎0996-73-1208（直通）
●阿久根市ホームページ ＵＲＬ http://www.city.akune.kagosh ima.jp
●阿久根市観光サイト  ＵＲＬ http://go-akune.jp


